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河
川
の「
出
水
期
」に『
備
え
』ま
し
ょ
う
！

防
災
マ
ッ
プ
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
！

　

防
災
マ
ッ
プ
を
活
用
し
て
、
自

分
の
住
ん
で
い
る
場
所
の
災
害
リ

ス
ク
を
確
認
し
、
自
分
が
避
難
所

な
ど
に「
逃
げ
る
人
」な
の
か
自
宅

の
2
階
以
上
の
山
と
は
反
対
側
の

部
屋
に「
留と
ど

ま
る
人
」な
の
か
を
確

認
し
ま
し
ょ
う
。「
逃
げ
る
人
」は
、

ど
こ
へ
逃
げ
る
か
を
あ
ら
か
じ
め

決
め
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
い
ざ

と
い
う
と
き
、
自
分
は
ど
う
す
べ

き
か
、
日
頃
か
ら
イ
メ
ー
ジ
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

も
う
1
度
確
認
！
市
の
避
難
情
報

　

避
難
情
報
は
4
種
類
あ
り
ま
す
。

夜
間
に
避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避

難
開
始
以
上
の
情
報
を
発
令
す
る

可
能
性
が
あ
る
場
合
は
、
自
主
避

難
所
を
開
設
し「
早
め
の
自
主
避

難
」を
呼
び
掛
け
ま
す
。
災
害
の

危
険
が
高
ま
る
と「
避
難
準
備
・

高
齢
者
等
避
難
開
始
」を
発
令
し

ま
す
。さ
ら
に
危
険
が
迫
る
と「
避

難
勧
告
」、
さ
ら
に
は「
避
難
指
示

（
緊
急
）」を
発
令
し
ま
す
。

■
河
川
の
排
水
ポ
ン
プ
を

　
　
停
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

　

円
山
川
の
水
位（
立
野
水
位
観

測
所
）が
7
・
16
m
を
超
え
、
さ

ら
に
上
昇
す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合

は
、
堤
防
の
決
壊
と
い
う
、
人
命

に
関
わ
る
最
悪
の
事
態
を
防
ぐ
た

め
、
あ
ら
か
じ
め
防
災
行
政
無
線

放
送
等
で
周
知
の
上
、
排
水
ポ
ン

プ
を
停
止
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、

内
水
位
が
一
気
に
上
昇
し
、
避
難

場
所
な
ど
へ
の
移
動
が
困
難
に
な

り
ま
す
。

■
出
水
期
に『
備
え
る
』た
め
の
　

　
　
　
　
　
　
大
切
な
ポ
イ
ン
ト

▼
防
災
情
報
を
確
認
す
る

　

市
内
の
気
象
情
報
や
雨
量
情
報
、

河
川
の
水
位
情
報
、
そ
の
他
必
要

な
情
報
を
自
ら
進
ん
で
入
手
し
ま

し
ょ
う
。

○ 
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
…
台
風
な
ど

の
進
路
予
測
、
気
象
予
報
・
警

報
な
ど
が
入
手
で
き
ま
す
。
テ

レ
ビ
の
デ
ー
タ
放
送
が
便
利
で

す（
リ
モ
コ
ン
の
d
ボ
タ
ン
）。

○ 

防
災
行
政
無
線
放
送
…
台
風
情

報
や
市
内
の
主
な
河
川
の
水
位

情
報
、
避
難
勧
告
等
の
発
令
情

報
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

聴
覚
障
害
の
あ
る
方
に
は
、
フ

ァ
ク
ス
で
放
送
内
容
を
お
知
ら

せ
し
ま
す（
要
申
込
み
）。

　

今
年
も
河
川
の
出
水
期
を
迎
え
ま
し
た
。
円
山
川
の
下
流
に
位
置
す

る
豊
岡
盆
地
周
辺
は
緩
や
か
な
勾
配
の
た
め
、
氾
濫
が
非
常
に
起
き
や

す
い
地
形
で
す
。
ま
た
〝
ゲ
リ
ラ
豪
雨
〞
と
呼
ば
れ
る
局
地
的
で
短
時

間
に
猛
烈
な
雨
が
降
る
回
数
も
確
実
に
増
え
て
い
ま
す
。

　

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め「
自
分
た
ち
の
命
は
自
分
た
ち
で
守

る
」と
い
う
心
構
え
と
日
頃
か
ら
の
準
備
、
そ
し
て
家
庭
や
地
域
で
の
連

携
と
助
け
合
い
を
、
ぜ
ひ
、
お
願
い
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
防
災
課
☎
23

－

1
1
1
1

少
し
で
も
危
険
を
感
じ
た
ら
早
め
に
避
難
を

台風などの接近時に、河川や田畑の様子を見に行くことは大変危険です。
絶対にしないでください。注意！！

河川水位の危険度レベルと避難情報

皆さんの行動

避難情報の基準となる立野水位観測所（例）の水位

⬅堤防高（8.66m） 危険が迫っています。直ちに避難を完
了してください。直ちに避難を完了で
きない場合は、建物の2階以上の山と
は反対側の部屋に避難する。

避難を開始してください。避難に時間
を要する方は、避難を完了する。

避難の準備を始めてください。
避難に時間を要する方（災害時要援護
者）は、避難を開始してください。

避難指示（緊急）

避難勧告
避難準備・

高齢者等避難開始

水防団待機

夜間に避難準備情報以上の情報を発令
する可能性があるとき、早めの自主避
難を呼び掛けます。

自主避難所の開設

今月のイチオシ
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古
い
も
の
か
ら
使
い
、補
充
す
る
）

す
る
な
ど
、
日
頃
か
ら
準
備
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

▼
指
定
緊
急
避
難
場
所
を
確
認

　

市
が
指
定
す
る
指
定
緊
急
避
難

場
所
に「
災
害
時
避
難
所
標
示
板
」

を
設
置
し
て
い
ま
す
。
あ
ら
か
じ

め
、
市
防
災
マ
ッ
プ
や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
最
寄
り
の
避
難
場
所
を

確
認
し
、
実
際
に
避
難
経
路
を
歩

い
て
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
避
難
が
遅
れ
た
と
き
は

　
　
　
　
建
物
の
2
階
以
上
へ
！

　

夜
間
や
激
し
い
降
雨
時
、
道
路

冠
水
時
な
ど
、
避
難
経
路
上
の
安

全
が
確
認
で
き
な
い
場
合
は
、
指

定
緊
急
避
難
場
所
な
ど
へ
の
屋
外

移
動
は
極
力
避
け
、
自
宅
等
の
2

階
以
上
に
緊
急
避
難
し
て
く
だ
さ

い
。
土
砂
災
害
で
亡
く
な
っ
た
方

の
10
人
の
内
9
人
は
1
階
で
被
災

し
て
い
ま
す
。

▼ 

避
難
行
動
要
援
護
者
の
個
別
支

援
計
画
を
作
成
し
ま
し
ょ
う
！

　

災
害
時
の
避
難
で
特
に
支
援
が

必
要
な
方（
避
難
行
動
要
援
護
者
）

は
、
地
域
支
援
者（
区
や
自
主
防

災
組
織
の
役
員
、
消
防
団
な
ど
）

に
個
人
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
に

同
意
し
て
い
ま
す
。「
誰
が
・
誰

を
・
ど
こ
に
」避
難
さ
せ
る
か
を

あ
ら
か
じ
め
決
め
て
お
く
共
助
の

取
組
み
へ
の
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
土
砂
災
害
か
ら
身
を
守
ろ
う
！

　

出
水
期
に
は
、
集
中
豪
雨
や
台

風
な
ど
の
影
響
で
山
間
部
な
ど
で

は
、
土
砂
災
害
が
発
生
し
や
す
く

な
り
ま
す
。
少
し
で
も
異
変
を
感

じ
た
と
き
は
、
早
め
の
自
主
避
難

を
お
願
い
し
ま
す
。

○ 
と
よ
お
か
防
災
ネ
ッ
ト
…
登
録

す
る
と
、
避
難
準
備
・
高
齢
者

等
避
難
開
始
や
避
難
勧
告
、
避

難
指
示（
緊
急
）な
ど
の
防
災
情

報
メ
ー
ル
が
携
帯
電
話
に
配
信

さ
れ
ま
す
。
屋
外
や
車
の
中
に

い
て
も
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
避
難

の
情
報
が
入
手
で
き
ま
す
。

登
録
方
法

① toyooka@
bosai.net

宛
て
に

空
メ
ー
ル
を
送
信
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
は
、
左
記
Q
R
コ
ー

ド
を
読
み
取
り
、
空
メ
ー
ル
を

送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

② 

空
メ
ー
ル
を
送
る
と
、

間
も
な
く
返
信
メ
ー

ル
が
届
き
ま
す
。

※ 

防
災
情
報
は
、
国
土
交
通
省
や

気
象
庁
、
兵
庫
県
、
市
な
ど
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
入
手
で
き

ま
す
。

▼
非
常
持
ち
出
し
品
を
準
備

　

い
ざ
と
い
う
と
き
、
避
難
所
に

避
難
す
る
た
め
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

1
本
、
食
料
1
〜
2
食
分
、
防
寒

具
な
ど
の
非
常
持
ち
出
し
品
を
準

備
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
各
家
庭

で
、
3
日
分
以
上
を
目
安
に
飲
料

水
・
食
料
や
生
活
必
需
品
を
備
蓄

し
た
り
、
食
料
等
を
ロ
ー
リ
ン
グ

ス
ト
ッ
ク（
普
段
の
食
事
に
利
用

す
る
も
の
を
備
蓄
し
、
製
造
日
の

安 全 確 保 行 動
　防災行政無線で、全国瞬時警報システム（Ｊアラー
ト）の訓練放送を実施します。各家庭等の戸別受信
機と屋外拡声器から、最大音量で次の内容が一斉に
放送されます。
　市民の皆さんは、戸別受信機の受信状況と、緊急
地震速報を見聞きしたときの安全確保行動を確認し
てください。

　Ｊアラートの報知音等の合図が発せられたら、そ
の場で約１分間安全確保行動を取ってください。

　簡易型雨量計の作り方を
市ホームページで紹介して
います（｢簡易型雨量計の作
り方｣で検索）。
　特に、土砂災害に警戒が
必要な土地に住んでいる方
は、雨量が120mmに達した
ら、自主避難してください。

☆簡易型雨量計を作ろう☆

７月５日（木）午前10時ごろ
対象　豊岡市全域

①まず低く　強い揺れで自身が倒れる前に、体勢を
低くして地面に近づく。
②頭を守り　机やテーブルの下に入り、頭を守る。
頭を守るものがない場合は、腕や荷物を使って頭
を守る。
③動かない　揺れが止まるまで動かずじっとする。

放
送
内
容

▼上り４音チャイム
　（緊急地震速報チャイム音）
▼これは、訓練です。地震です。地震です。
落ち着いて、ただちに身を守る行動を
取ってください。（３回）

▼下り４音チャイム

※気象・地震活動の状況等で、訓練用の緊急地震速
報の放送を中止することがあります。

防災行政無線から 
全国瞬時警報システムの訓練放送

テープは避難
目安の雨量を
示しています

目盛はmm表示

今
月
の
イ
チ
オ
シ

2～3

市
政
ニ
ュ
ー
ス

4～5

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

豊
岡

6～20

く
ら
し
の
情
報

21～29

保
健
行
事

30～31

図
書
館
・

つ
ど
い
の
広
場

32～33

主
な
相
談
・

主
な
行
事

34～35

今
月
の
イ
チ
オ
シ

2～3
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全
て
の
利
用
者
に
と
っ
て「
よ

り
使
い
や
す
く
」「
よ
り
分
か
り

や
す
く
」、ま
た
、本
市
の
魅
力
を

伝
え
ら
れ
る
よ
う
、豊
岡
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま

し
た
。

　

新
し
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、写

真
を
多
用
し
、バ
ナ
ー
や
ボ
タ
ン

も
大
型
化
。ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
は
、

よ
く
検
索
さ
れ
る「
注
目
キ
ー

ワ
ー
ド
」の
表
示
や
、災
害
時
に

は「
ひ
ょ
う
ご
防
災
ネ
ッ
ト
」と

連
携
し
、災
害
情
報
な
ど
も
表
示

し
ま
す
。

　

5
月
28
日
か
ら
6
月
1
日
ま
で
、

市
立
の
中
学
2
年
生
が
、
学
校
を

離
れ
、地
域
で
職
場
体
験
す
る「
ト

ラ
イ
や
る
･
ウ
ィ
ー
ク
」を
実
施

し
ま
し
た
。

　

本
年
度
、
生
徒
を
受
け
入
れ
て

い
た
だ
い
た
事
業
所
等
は
2
5
7

施
設
。
6
9
2
人
の
中
学
生
が
、

普
段
学
校
生
活
で
は
体
験
で
き
な

い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
働
く

こ
と
の
意
義
、
楽
し
さ
を
実
感
し

た
り
、
豊
か
な
感
性
や
、
創
造
性

〜
多
様
な
社
会
体
験
活
動
す
る
5
日
間
〜

中
学
2
年
生
が
地
域
に
学
ぶ「
ト
ラ
イ
や
る
･
ウ
ィ
ー
ク
」実
施

〜
開
設
か
ら
8
年
2
カ
月
、利
用
者
ほ
ぼ
毎
年
増
加
〜

　

健
康
増
進
施
設「
ウ
ェ
ル
ス
ト
ー
ク
豊
岡
」利
用
者
2
0
0
万
人
突
破

豊
岡
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

を
高
め
る
な
ど
、
地
域
か
ら
さ
ま

ざ
ま
な
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

消
防
本
部
で
は
、
最
終
日
に
、

保
護
者
を
対
象
に
し
た
訓
練
成
果

発
表
会
を
実
施
。
生
徒
は
、
消
火

班
と
救
助
班
に
分
か
れ
、
放
水
訓

練
や
渡
過
訓
練
な
ど
を
披
露
し
ま

し
た
。
最
後
に
、
消
防
長
が「
君

た
ち
は
こ
れ
か
ら
何
に
で
も
な
れ

る
。
夢
は
諦
め
な
い
こ
と
」な
ど

と
講
評
し
、
5
日
間
を
終
了
し
ま

し
た
。

▲防火服を着装し実践訓練開始 ▲記念品を受け取る常岡さん夫婦

▲ホームページを訪問したときに最初に表示されるページ

　

生
涯
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
の

中
核
的
拠
点
施
設
と
し
て
、
平
成

22
年
度
に
開
設
し
た
健
康
増
進

施
設「
ウ
ェ
ル
ス
ト
ー
ク
豊
岡
」

の
累
計
利
用
者
が
、
5
月
23
日
、

2
0
0
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。

記
念
の
2
0
0
万
人
目
と
な
っ
た

の
は
、
竹
野
町
坊
岡
の
常
岡
一
司

さ
ん
と
、
妻
の
秀
子
さ
ん
。
28
日

に
、
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
を
開
催
し
、

中
貝
市
長
ら
が
記
念
品
を
贈
り
ま

し
た
。

　

同
施
設
は
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ス

タ
ジ
オ
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
、

温
水
プ
ー
ル
な
ど
を
備
え
た
健
康

増
進
施
設
で
、
公
設
民
営
方
式
で

運
営
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
特
定

保
健
指
導
･
介
護
予
防
事
業
の
一

部
も
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用

し
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

施
設
の
利
用
者
数
は
、
ほ
ぼ

毎
年
増
加
。
昨
年
度
は
延
べ

27
万
2
6
8
0
人
が
利
用
し
ま
し

た
。
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

誰
も
が
楽
し
く
利
用
で
き
ま
す
。

（
12
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
あ
り
）

〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

【
５
月
】

16
日
・ 

春
季
市
政
懇
談
会（
出
石
、

17
日
・
日
高
、
21
日
・
城

崎
、
31
日
・
但
東
）

　
　
・ 

豊
岡
稽
古
堂
塾（
第
5
期
）

開
講
式

22
日
・ 

北
但
大
震
災
メ
モ
リ
ア
ル
写

真
展（
〜
31
日
）

　
　
・ 

豊
岡
市
地
方
創
生
戦
略
会

議

28
日
・ 

豊
岡
市
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
リ
ニュ

ー
ア
ル

29
日
・ 「
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米
」ア

ラ
ブ
首
長
国
連
邦
･
ド
バ

イ
への
輸
出
開
始

30
日
・  「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
2
0
1

　
　
　

8
」参
加

31
日
・
豊
岡
市
総
合
教
育
会
議

【
６
月
】

1
日
・ 

市
議
会
定
例
会
開
会（
〜

27
日
）

　
　
・ 

豊
岡
ア
ー
ト
シ
ー
ズ
ン

2
0
1
8（
〜
9
月
30
日
）

2
日
・ 

2
0
1
7「
植
村
直
己
冒

険
賞
」授
賞
式
･
記
念
講

演
会

5
日
・ 

第
5
回
お
ん
ぷ
の
祭
典（
〜

10
日
）

10
日
・ 

台
風
23
号
メ
モ
リ
ア
ル
水
防

訓
練

市政ニュース
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今
年
3
月
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ラ

ン
･
レ
ヴ
ィ
･
ヤ
マ
モ
リ
さ
ん
か

ら
、
興
奮
し
た
メ
ー
ル
が
届
き
ま

し
た
。「
や
り
ま
し
た
！
」

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
か
れ
る
あ

る
映
画
祭
で
、「
コ
ウ
ノ
ト
リ
」が

環
境
部
門
の
最
高
賞
を
取
っ
た
と

い
う
連
絡
で
し
た
。

11
年
前
、
子
ど
も
た
ち
が「
学

校
給
食
に
コ
ウ
ノ
ト
リ
米
を
使
っ

て
ほ
し
い
」と
市
長
室
に
来
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。「
消
費
が
増
え

れ
ば
生
産
が
増
え
、
環
境
が
良
く

な
る
」と
い
う
彼
ら
の
主
張
に
驚

き
、
約
束
し
、
今
で
は
学
校
給
食

は
す
べ
て
コ
ウ
ノ
ト
リ
米
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
行
動
が
コ
ウ
ノ

ト
リ
野
生
復
帰
を
進
め
る
大
き
な

力
に
な
っ
た
と
い
う
実
話
を
中
心

に
、
ラ
ン
さ
ん
が
約
30
分
の
映
画

を
作
り
ま
し
た
。

9
月
に
は
、
映
画「
ナ
イ
ト

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」の
舞
台
に
な
っ

た
ア
メ
リ
カ
自
然
史
博
物
館
で
も

上
映
さ
れ
る
そ
う
で
す
。

2
月
中
旬
、
こ
ん
な
メ
ー
ル
も

届
い
て
い
ま
し
た
。「
イ
ン
ド
に
い

ま
す
。
ネ
パ
ー
ル
近
く
の
自
然
保

護
区
で
、『
コ
ウ
ノ
ト
リ
』を
上
映

し
ま
し
た
。
そ
こ
に
イ
ギ
リ
ス
で

毎
年
開
か
れ
る
世
界
最
大
の
バ
ー

ド
フ
ェ
ア
の
テ
ィ
ム
会
長
が
来
て

い
ま
し
た
。
コ
ウ
ノ
ト
リ
と
豊
岡

の
こ
と
を
話
し
合
い
ま
し
た
。
彼

は
と
て
も
興
奮
し
て
い
ま
し
た
」

3
月
、
テ
ィ
ム
さ
ん
か
ら
メ
ー

ル
が
届
き
ま
し
た
。「
バ
ー
ド
フ
ェ

ア
に
お
越
し
に
な
り
ま
せ
ん

か
？
」。
数
百
社
が
出
展
の
キ
ャ

ン
セ
ル
待
ち
と
い
う
人
気
の
イ
ベ
ン

ト
で
す
。
ぼ
く
た
ち
は
今
、
イ
ギ

リ
ス
に
行
く
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

5
月
、
ラ
ン
さ
ん
か
ら
。「
ソ
ウ

ル
九
老
国
際
子
供
映
画
祭
で
、『
コ

ウ
ノ
ト
リ
』が
ア
ジ
ア
短
編
部
門

の
優
秀
賞
を
取
り
ま
し
た
！
」

今
年
に
入
っ
て
、
コ
ウ
ノ
ト
リ

米
は
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
の
ド
バ

イ
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
の
輸
出
が

立
て
続
け
に
決
ま
り
ま
し
た
。

コ
ウ
ノ
ト
リ
は
、
文
字
通
り
世

界
を
駆
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ラ
ン
さ
ん
は
こ
ん
な
こ
と
を
言
っ

て
お
ら
れ
ま
す
。「
豊
岡
の
コ
ウ

ノ
ト
リ
を
め
ぐ
る
物
語
は
、
世

界
へ
の
翼
を
広
げ
ま
し
た
。
イ
ン

ド
、
韓
国
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ

…
。
私
は
映
画
を
作
っ
た
だ
け
で

す
。
実
行
し
た
の
は
、豊
岡
で
す
。」

コ
ウ
ノ
ト
リ
、
世
界
を
駆
け
る

　

6
月
5
日
か
ら
6
日
間
、
子
ど

も
た
ち
が
、
世
界
で
活
躍
す
る
音

楽
家
と
触
れ
合
い
、
ま
た
大
人
も

一
緒
に
楽
し
め
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
の

音
楽
祭「
第
5
回
お
ん
ぷ
の
祭
典
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ

ム
は「
学
校
訪
問
コ
ン
サ
ー
ト
」

「
街
角
コ
ン
サ
ー
ト
」な
ど
。
市
内

の
各
所
で
開
催
さ
れ
、
市
民
ら
は
、

す
ぐ
目
の
前
で
、
プ
ロ
演
奏
家
が

奏
で
る
音
色
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
で
行
わ
れ

〜
世
界
か
ら
豊
岡
に
本
物
の
響
き
と
感
動
を
子
ど
も
た
ち
へ
〜

「
第
5
回
お
ん
ぷ
の
祭
典
」開
催

〜
農
家
の
作
業
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
ス
マ
ー
ト
農
業
〜

「
水
田
セ
ン
サ
ー
に
よ
る
水
管
理
省
力
化
実
証
事
業
」開
始

た「
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
コ
ン

サ
ー
ト
」で
は
、
多
く
の
子
ど
も

と
保
護
者
ら
で
、
会
場
内
は
大
変

な
熱
気
に
。
子
ど
も
ら
が
歩
き

回
っ
た
り
、
ピ
ア
ノ
の
下
に
も

ぐ
っ
た
り
。「
子
ど
も
が
泣
き
だ

し
た
か
ら
会
場
の
外
に
出
な
い

と
…
」そ
ん
な
心
配
も
必
要
な
し
。

世
界
で
活
躍
す
る
碓う
す

井い

俊と
し

樹き

さ
ん

（
ピ
ア
ノ
）と
、
シ
ュ
バ
シ
コ
ウ
･

カ
ル
テ
ッ
ト（
弦
楽
四
重
奏
）の
コ

ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
、

離
れ
た
場
所
か
ら
田
ん
ぼ
の
水
位

等
を
確
認
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
実

証
事
業
を
始
め
ま
し
た
。

　

本
市
が
拡
大
を
目
指
す「
コ
ウ

ノ
ト
リ
育
む
農
法
」は
、
水
田
の

雑
草
の
生
育
を
抑
え
る
た
め
、
水

位
を
通
常
よ
り
深
い
8
㎝
に
保
つ

必
要
が
あ
り
、
農
家
か
ら
は
朝
夕

こ
ま
め
な
水
管
理
を
す
る
な
ど
、

多
く
の
時
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら

作
業
負
担
軽
減
が
望
ま
れ
て
い
ま

し
た
。

　

こ
の
実
証
事
業
は
、
K
D
D
I

㈱
と
共
同
で
実
施
。
通
信
装
置
を

備
え
た
セ
ン
サ
ー
を
水
田
に
設
置

し
、
1
時
間
ご
と
の
水
位
や
水
温

デ
ー
タ
を
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

確
認
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

水
位
の
低
下
な
ど
の
異
常
時
に
は
、

メ
ー
ル
で
も
知
ら
せ
ま
す
。
市
内

の
60
カ
所
に
設
置
し
ま
し
た
。

　

実
証
期
間
は
2
年
間
。
こ
の
先

端
技
術
を
利
用
し
た「
ス
マ
ー
ト

農
業
」は
、
新
規
就
農
を
目
指
す

若
者
の
定
着
も
期
待
で
き
ま
す
。

▲センサーを設置する農家（左）とKDDI㈱の担当者▲学校訪問コンサート（中筋小学校）
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市
政
の
動
き

　
6
月
定
例
会
報
告

市
長
総
括
説
明
から

　

6
月
1
日
、
平
成
30
年
第
2
回

市
議
会
定
例
会
が
開
会
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
全
国
市
議
会
議
長
会

か
ら
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
議
員
に

お
祝
い
を
述
べ
①
健
康
増
進
施
設

「
ウ
ェ
ル
ス
ト
ー
ク
豊
岡
」の
利
用

者
が
2
0
0
万
人
に
達
し
た
こ
と

②「
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米
」が
ア

ラ
ブ
首
長
国
連
邦
･
ド
バ
イ
へ
輸

出
さ
れ
た
こ
と

－

を
報
告
し
た
後
、

当
面
す
る
市
政
の
諸
課
題
な
ら
び

に
提
出
議
案
の
主
な
も
の
を
説
明

し
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

■
安
全
に
安
心
し
て

　
　
　
　
　
　
　
暮
ら
せ
る
ま
ち

○
豊
岡
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
改
正

　

豊
岡
市
国
民
健
康
保
険
運
営
協

議
会
の「
平
成
30
年
度
豊
岡
市
国

民
健
康
保
険
事
業
運
営
の
基
本
方

針
」の
答
申
を
受
け
、
こ
の
答
申

の
趣
旨
を
尊
重
し
、
今
議
会
に
関

連
す
る
条
例
の
改
正
に
係
る
議
案

を
提
出
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
同
事
業
は
、
今
年
度
か

ら
県
単
位
で
実
施
さ
れ
、
市
町
は
、

県
へ
の
納
付
金
額
と
と
も
に
県
か

ら
示
さ
れ
る
標
準
保
険
料
率
を
参

考
に
国
保
税
率
を
決
定
し
、
賦
課

徴
収
を
行
い
ま
す
。

　

被
保
険
者
一
人
当
た
り
の
国

保
税
負
担
額
は
、
対
前
年
度
比

13
･
8
％
減
の
9
万
7
千
43
円
で
す
。

○
兵
庫
県
市
町
交
通
災
害

　
　
　
　
　
　
共
済
組
合
の
解
散

　

県
内
19
市
町
で
構
成
す
る
同
組

合
の「
交
通
災
害
共
済
事
業
」は
、

近
年
、
加
入
者
が
減
少
の
一
途
を

た
ど
り
、
基
金
を
取
り
崩
し
な
が

ら
事
業
を
継
続
し
て
い
る
状
況
で

す
。
こ
の
た
め
、
構
成
市
町
に
よ

る
検
討
委
員
会
で
協
議
が
重
ね
ら

れ
、
共
済
期
間
は
平
成
31
年
度
末

ま
で
、
さ
ら
に
33
年
度
末
を
も
っ

て
組
合
を
解
散
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
今
議
会
に
、
関
連
す
る

議
案
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

○
新
生
児
聴
覚
検
査
費
助
成
制
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
創
設

　

豊
岡
市
医
師
会
か
ら
新
生
児
聴

覚
検
査
に
対
す
る
助
成
制
度
創
設

の
要
望
を
受
け
ま
し
た
。
検
討
の

結
果
、
疾
患
の
早
期
発
見
へ
の
支

援
は
急
務
で
あ
る
と
判
断
し
、
本

日
か
ら
助
成
制
度
を
創
設
し
ま
し

た
。
な
お
助
成
費
用
は
、
当
面
予

備
費
に
よ
り
対
応
す
る
こ
と
と
し
、

9
月
議
会
に
関
連
す
る
補
正
予
算

を
提
出
し
ま
す
。

○
定
期
巡
回
･
随
時
対
応
型

　
訪
問
介
護
看
護
事
業
所
の
開
設

　

社
会
福
祉
法
人
兵
庫
県
社
会
福

祉
事
業
団
か
ら「
定
期
巡
回
･
随

時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
」の
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
い

と
の
申
し
出
が
あ
り
、
本
市
は
、

県
補
助
を
活
用
し
て
事
業
所
の
開

設
準
備
費
用
な
ど
に
対
す
る
補
助

金
を
交
付
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

今
議
会
に
、
関
連
す
る
補
正
予

算
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

○
オ
ト
ン
グ
ラ
ス

　

オ
ト
ン
グ
ラ
ス
は
、
視
覚
障
害

者
の
た
め
に
開
発
さ
れ
た
、
書
籍

な
ど
の
文
章
を
読
み
上
げ
て
く
れ

る
メ
ガ
ネ
型
の
機
器
で
す
。
本
市

は
、
全
国
の
自
治
体
で
初
め
て
、

視
覚
障
害
者
の
日
常
生
活
用
具
給

付
事
業
の
対
象
品
目
に
追
加
す
る

こ
と
と
し
、
さ
ら
に
図
書
館
本
館

に
も
設
置
し
ま
す
。

　

今
議
会
に
、
関
連
す
る
補
正
予

算
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

■
人
と
自
然
が
共
生
す
る
ま
ち

○「
バ
ー
ド
フ
ェ
ア
2
0
1
8
」　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
の
出
展

　

8
月
17
日
か
ら
19
日
ま
で
、
英

国
で
世
界
最
大
の
野
鳥
観
察
会

「
バ
ー
ド
フ
ェ
ア
2
0
1
8
」が
開

催
さ
れ
ま
す
。
同
フェア
は
大
変
人

気
が
高
く
、5
0
0
を
超
え
る
ブ
ー

ス
が
出
展
し
、
出
展
希
望
が
か
な

わ
な
い
企
業
や
団
体
は
数
百
に
上

り
ま
す
。
同
フ
ェア
への
出
展
の
打

診
が
本
市
に
あ
り
ま
し
た
。
同
フェ

ア
の
会
長
が
イ
ン
ド
の
バ
ー
ド
フェア

で
、
エコ
ロ
ジ
ス
ト
･
ラ
ン
･
レ
ヴ
ィ

･
ヤ
マ
モ
リ
さ
ん（
イ
ス
ラ
エ
ル
）の

豊
岡
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
を

題
材
に
し
た
ド
キ
ュメ
ン
タ
リ
ー
映
画

「K
O
U
N
O
T
O
RI

」を
鑑
賞
さ
れ
、

本
市
の
取
組
み
を
世
界
に
発
信
す

べ
き
と
し
て
、
声
を
掛
け
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

今
議
会
に
、
関
連
す
る
補
正
予

算
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

○
自
然
再
生
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

　
　
の
生
物
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

　

昨
年
度
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
も
住
め

る
豊
か
な
環
境
の
再
生
を
よ
り
効

率
的
に
進
め
る「
自
然
再
生
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」を
策
定
し
ま
し

た
。
今
年
度
は
、
同
プ
ラ
ン
に
基

づ
き
パ
イ
ロ
ッ
ト
エ
リ
ア
を
2
カ

所
選
定
し
、
地
元
と
協
働
し
て
、

自
然
再
生
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
ず
、
来
年
度
に
わ
た
り
活
動

前
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
行
う

た
め
、
今
議
会
に
、
債
務
負
担
行

為
に
係
る
補
正
予
算
を
提
出
し
て

い
ま
す
。

■
持
続
可
能
な「
力
」を

　
　
　
　
　
　
　
　
高
め
る
ま
ち

○
川
湊
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

竹
野
地
域
に
年
間
を
通
じ
た
に

ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
た
め
、
今
年

4
月
、
地
元
団
体
に
よ
る「
川か
わ

湊み
な
と

再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
運
営
協
議

会
」が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
キ
ッ

ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
6
月

23
日
、
本
市
と
同
協
議
会
と
の
共

催
で
、
劇
団
わ
ら
び
座
の
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル「
北
前
ザ
ン
ブ
リ
コ
」を
竹

野
中
学
校
体
育
館
で
上
演
し
ま
す
。

○
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定

　

本
市
に
お
け
る「
観
光
産
業
の

将
来
性
や
可
能
性
」「
観
光
産
業
の

位
置
付
け
」「
観
光
の
あ
り
方
や
進

む
べ
き
方
向
性
」な
ど
を
明
確
化

す
る
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
ま

す
。
今
議
会
に
関
連
す
る
補
正
予

算
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

○
外
国
人
観
光
客
の
動
向

　

第
1
四
半
期（
1
〜
3
月
）

の
外
国
人
延
べ
宿
泊
者
数
は

1
万
3
0
0
4
人
で
、
前
年
同

期
比
5
･
2
％
の
増
と
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
全
国
の
伸
び
率

（
13
･
1
％
）と
比
較
す
る
と
低
い

伸
び
率
で
す
。
こ
の
要
因
と
し
て
は
、

誘
客
の
大
部
分
を
占
め
る
城
崎
地

域
に
お
い
て
、
日
本
人
の
宿
泊
予
約

が
増
加
し
た
た
め
、
結
果
と
し
て

クローズアップ豊岡
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所
で
は
、
女
性
が
活
躍
す
る
組
織

の
実
現
に
向
け
た「
豊
岡
市
役
所

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン 

ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
」を
策
定
し
ま
す
。

　

今
議
会
に
、
関
連
す
る
予
算
を

提
出
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
慶
應
義
塾
大
学
と
連
携

し
、
女
性
を
取
り
巻
く
状
況
を
多

角
的
に
調
査
･
分
析
し
ま
す
。

■
未
来
を
拓
く
人
を
育
む
ま
ち

○
中
学
校
空
調
設
備
の
運
転
開
始

　

平
成
28
年
度
か
ら
整
備
を
進
め

て
き
た
市
立
中
学
校
の
空
調
設
備

が
完
成
し
ま
し
た
。
6
月
下
旬
を

め
ど
に
運
転
を
開
始
し
ま
す
。
な

お
、
開
始
に
当
た
っ
て
は
稼
動
期

間
や
設
定
温
度
等
の
指
針
を
定
め

適
正
な
運
用
を
図
り
ま
す
。

○
小
学
校
敷
地
の
取
得

　

今
年
度
、
当
初
予
算
で
取
得
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
中
竹
野
小
学

校
、
資
母
小
学
校（
一
部
）の
借
地

の
他
、
合
橋
小
学
校
と
資
母
小
学

校
の
残
り
の
借
地
も
取
得
に
向
け
、

今
議
会
に
用
地
測
量
な
ど
の
必
要

な
補
正
予
算
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

○
専
門
職
大
学
誘
致
の
進
捗
状
況

　

専
門
職
大
学
は
、
平
成
33
年
4

月
の
開
学
を
目
指
し
て
、
夏
を
め

ど
に
基
本
構
想
が
取
り
ま
と
め
ら

れ
る
予
定
で
す
。
大
学
は「
観
光
」

「
文
化
」の
分
野
で
の
実
践
教
育
を

通
じ
、
新
た
な
価
値
を
創
造
で
き

る
専
門
職
業
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

ま
た
、
建
設
適
地
は
、
本
市
で
の

選
定
の
依
頼
が
あ
り
、
現
在
候
補

地
の
検
討
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

■
人
生
を
楽
し
み

　
　
　
お
互
い
を
支
え
合
う
ま
ち

○
新
文
化
会
館
整
備
基
本
構
想

　
　
　
お
よ
び
基
本
計
画
の
策
定

　

出
石
文
化
会
館「
ひ
ぼ
こ
ホ
ー

ル
」お
よ
び
市
民
会
館
の
老
朽
度

調
査
を
実
施
し
た
結
果
、
ホ
ー

ル
機
能
を
今
後
20
年
間
維
持
す

る
に
は
、
出
石
文
化
会
館
で
約

16
･
4
億
円
、
市
民
会
館
で
約

31
･
9
億
円
が
必
要
と
な
る
こ
と

が
判
明
し
ま
し
た
。
今
後
、
市
の

保
有
す
る
多
く
の
施
設
が
、
順
次

大
規
模
改
修
や
建
て
替
え
の
時
期

を
迎
え
、
長
期
に
わ
た
って
多
額
の

費
用
が
必
要
と
な
る
た
め
、
両
会

館
の
両
方
の
改
修
･
維
持
は
、
断

念
せ
ざ
る
を
得
な
い
も
の
と
判
断
し

て
い
ま
す
。一方
で
、
市
全
体
に
とっ

て
、
一
定
規
模
の
文
化
ホ
ー
ル
の
機

能
は
必
要
で
す
。
つい
て
は
両
会
館

の
ホ
ー
ル
機
能
を
統
合
し
、
新
た

な
文
化
会
館
を
適
正
規
模
に
縮
小

し
て
整
備
す
る
こ
と
と
し
、
新
文

化
会
館
の
整
備
に
向
け
た
基
本
構

想
お
よ
び
基
本
計
画
を
策
定
し
ま

す
。
今
議
会
に
関
連
す
る
補
正
予

算
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

　

関
連
し
て
、
今
後
10
年
間
の
公

共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
全
庁
的

な
取
組
み
方
や
、
着
実
な
進
め
方

な
ど
を
検
討
し
、
9
月
議
会
に
は
、

公
共
施
設
等
適
正
管
理
推
進
事
業

債
の
活
用
に
向
け
た
個
別
施
設
計

画
策
定
経
費
な
ど
の
関
係
予
算
を

提
出
し
ま
す
。

○
玄
武
洞
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の
竣
工

　

7
月
30
日
、
円
山
川
運
動
公
園

の
移
転
整
備
事
業
と
し
て
進
め
て

き
た
玄
武
洞
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の
竣し
ゅ
ん

工こ
う

式
を
行
い
ま
す
。

　

同
日
に
は
、
地
元
団
体
に
よ
る

3
世
代
交
流
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

8
月
か
ら
9
月
ま
で
行
わ
れ
る
少

年
野
球
や
少
年
サ
ッ
カ
ー
の
主
要

大
会
を
竣
工
記
念
協
賛
事
業
と
し

て
位
置
付
け
ま
す
。

　

今
後
、
玄
武
洞
ス
ポ
ー
ツ
公
園

が
多
く
の
市
民
に
親
し
ま
れ
、
利

用
さ
れ
る
施
設
と
な
る
よ
う
積
極

的
な
P
R
に
努
め
ま
す
。

○
ボ
ー
ト
日
本
代
表
チ
ー
ム
へ
の

　「
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米
」提
供

　

ボ
ー
ト
日
本
代
表
チ
ー
ム
は
、

2
年
連
続
で
城
崎
に
お
い
て
強
化

合
宿
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
9
月
、
フ
ロ
リ
ダ
で
開
催

さ
れ
た
世
界
選
手
権
に
出
場
し
た

日
本
代
表
チ
ー
ム
に「
コ
ウ
ノ
ト

リ
育
む
お
米
」や「
誕
生
の
塩
」な

ど
を
差
し
入
れ
ま
し
た
。
後
日
、

チ
ー
ム
の
コ
ー
チ
か
ら「
お
陰
様

で
、
チ
ー
ム
は
過
去
最
高
の
成
績

で
し
た
」と
連
絡
が
あ
り
、
さ
ら

に「
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米
を
海

外
遠
征
に
持
っ
て
い
き
た
い
」と

の
リ
ク
エ
ス
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
市
と
し
て
も
代
表
チ
ー
ム
を

応
援
し
た
い
と
考
え
、
J
A
た
じ

ま
と
共
同
で「
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む

お
米
」2
0
0
㎏
を
7
月
か
ら
9

月
ま
で
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
遠
征
用
に

提
供
し
ま
す
。

　

今
議
会
に
必
要
な
補
正
予
算
を

提
出
し
て
い
ま
す
。

○
生
涯
学
習
サ
ロ
ン
整
備

　

3
月
29
日
、
土
地
建
物
の
所
有

者
と
売
買
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

今
後
、
詳
細
設
計
を
行
い
、
今
秋

に
は
改
修
工
事
を
発
注
す
る
予
定

で
す
。
主
な
設
計
コ
ン
セ
プ
ト
は

「
中
心
市
街
地
の
玄
関
口
に
ふ
さ

わ
し
い
外
観
」「
公
園（
ア
イ
テ
ィ

側
）と
の
一
体
活
用
に
配
慮
し
た

出
入
口
の
設
置
」「
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
活
用
な
ど
徹
底
し
た
環

境
負
荷
低
減
」を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

生
涯
学
習
サ
ロ
ン
が
、
中
心
市

街
地
の
に
ぎ
わ
い
と
学
習
の
拠
点

と
な
る
よ
う
努
め
ま
す
。

外
国
人
の
宿
泊
が
圧
迫
さ
れ
て
減

少
し
た
か
ら
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

○
有
害
鳥
獣
の
シ
カ
捕
獲
対
策

　

昨
年
度
の
捕
獲
頭
数
は
、
6 

6

3 

1
頭（
有
害
捕
獲
4
4
7
6

頭
、
狩
猟
捕
獲
2
1
5
5
頭
）で

す
。
こ
れ
は
、
前
年
度
比
63
頭
の
増

で
、
4
年
連
続
で
捕
獲
目
標
頭
数

の
6
5
0
0
頭
を
超
え
て
い
ま
す
。

○
新
型
機
A
T
R
の
就
航

　

5
月
7
日
か
ら
新
型
機「
A
T
R

42

－

6
0
0
」が
就
航
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
東
京
直
行

便
の
実
現
に
向
け
、
航
空
会
社
等

と
共
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
需
要

拡
大
の
取
組
み
を
進
め
ま
す
。

○
本
市
へ
の
移
住
者
の
状
況

　

相
談
窓
口
を
通
じ
て
の
昨
年
度

の
移
住
者
は
29
組
61
人
で
、
前
年

度
比
約
2
･
3
倍
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
度（
4
〜
5
月
）の
相

談
件
数
も
前
年
同
期
比
15
件
増
の

29
件
と
な
っ
た
他
、
7
組
14
人
の

移
住
者
が
あ
り
ま
し
た
。

○
多
様
性
を
受
け
入
れ
、
支
え
合

　
う
リ
ベ
ラ
ル
な
ま
ち
づ
く
り
　

　
　
　
　
　
　
　（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）

　

女
性
に
と
っ
て
働
き
が
い
が
あ

り
、
働
き
や
す
い
職
場
へ
の
変
革

に
関
心
を
持
つ
企
業
と
協
働
し
て

「
豊
岡
市
ワ
ー
ク
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
戦
略
」を
策
定
し
ま
す
。
市
役

※市ホームページに「市長総括説明」の全文を掲載しています。

今
月
の
イ
チ
オ
シ

2～3

市
政
ニ
ュ
ー
ス

4～5

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

豊
岡

6～20

く
ら
し
の
情
報

21～29

保
健
行
事

30～31

図
書
館
・

つ
ど
い
の
広
場

32～33

主
な
相
談
・

主
な
行
事

34～35

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

豊
岡

6～20
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6
月
2
日
、
日
高
文
化
体
育
館
で
、
第
22
回
と
な
る
2
0
1
7「
植
村

直
己
冒
険
賞
」授
賞
式
・
記
念
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

受
賞
者
の
荻お

ぎ

田た

泰や
す

永な
が

さ
ん（
北
海
道
上
川
郡
在
住
）は
8
0
0
人
の
市

民
ら
の
前
で
、
北
極
へ
行
く
こ
と
と
な
っ
た
き
っ
か
け
や
、
南
極
点
を

無
補
給
・
単
独
・
徒
歩
で
目
指
す
に
至
っ
た
経
緯
、
こ
れ
か
ら
目
指
す

北
極
に
つ
い
て
語
り
ま
し
た
。

《
問
合
せ
》
植
村
直
己
冒
険
館
☎
44

－

1
5
1
5

　

21
歳
で
目
指
す
も
の
が
分
か
り

づ
ら
く
な
り
大
学
を
辞
め
、
何
も

す
る
こ
と
な
く
過
ご
し
て
い
た
と

き
、
テ
レ
ビ
で
大
場
満
郎
さ
ん

（
同
賞
第
4
回
受
賞
者
）が
北
極
の

冒
険
を
語
る
の
を
見
て「
自
分
も

北
極
に
行
き
た
い
」と
思
い
、
大

場
さ
ん
に
手
紙
を
書
い
た
こ
と
か

ら
始
ま
っ
た
荻
田
さ
ん
の
冒
険
。

2
0
0
1
年
か
ら
は
1
人
で
北
極

を
訪
ね
る
よ
う
に
な
り
、
以
来
、

荻
田
さ
ん
は
現
地
民
族
イ
ヌ
イ
ッ

ト
の
文
化
や
歴
史
へ
の
理
解
を
深

め
て
い
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
北
極
冒
険
行
は
18

年
間
に
15
回
、
北
極
圏
で
の
移
動

距
離
は
な
ん
と
9
千
km
、
北
極
冒

険
家
と
し
て
着
実
に
経
験
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
冒
険
で
は
、
南
極
大
陸

の
ヘ
ラ
ク
レ
ス
入
江
か
ら
南
極
点

ま
で
の
1
1
2
6
km
を
無
補
給
徒

歩
踏
破
、
し
か
も
単
独
で
50
日
間

で
達
成
し
ま
し
た
。

　

中
貝
市
長
か
ら「
今
後
挑
戦
す

村
さ
ん
と
つ
な
が
っ
て
い
る
の

だ
と
思
う
」と
語
っ
た
荻
田
さ
ん
。

会
場
の
中
学
生
に
向
け
て「
恩
返

し
と
恩
送
り（
自
分
が
受
け
た
恩

を
次
の
人
に
送
る
）、
ぜ
ひ
、
そ

う
い
う
こ
と
が
で
き
る
人
に
な
っ

て
」と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
ま
し

た
。

　

授
賞
式
終
了
後
に
は
、
植
村
直

己
さ
ん
出
身
地
区
に
あ
る
国
府
地

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
受

賞
者
を
囲
む
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
で
11
回
目
と
な
る
同
会

で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
こ
く
ふ
や

地
元
区
長
会
を
中
心
と
し
た
地
域

の
皆
さ
ん
な
ど
約
1
0
0
人
が
、

心
の
こ
も
っ
た
手
料
理
で
荻
田
さ

ん
を
も
て
な
し
、
授
賞
式
で
は
聞

く
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
話
や
植

村
直
己
さ
ん
の
思
い
出
話
な
ど
で

懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

る
北
極
点
到
達
を
応
援
し
て
い
ま

す
」と
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
共
に

盾
と
メ
ダ
ル
を
授
与
さ
れ
た
荻
田

さ
ん
は「
大
変
な
賞
を
い
た
だ
き

感
激
で
す
」と
受
賞
の
喜
び
を
語

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
続
い
て
行
わ
れ
た
記
念

講
演
会「
南
極
点
無
補
給
単
独
徒

歩
到
達
へ
の
挑
戦
」は
、
荻
田
さ

ん
自
身
が
撮
影
し
た
写
真
や
動
画

を
交
え
て
実
施
。「
北
極
だ
け
で
な

く
、
南
極
も
、
地
球
の
両
極
地

を
歩
い
て
み
た
い
」「
北
極
と
違

う
、
南
極
の
景
色
、
に
お
い
な
ど

を
単
純
に
体
感
し
た
い
」と
の
思

い
か
ら
南
極
挑
戦
に
至
っ
た
と
説

明
。「
私
の
師
匠
・
大
場
さ
ん
が
初

め
て
北
極
を
冒
険
し
た
と
き
、
ア

ド
バ
イ
ス
を
求
め
た
の
は
植
村
直

己
さ
ん
。
植
村
さ
ん
に
も
き
っ
と

そ
う
い
う
人
が
い
て
、
自
分
も
植

南
極
点
無
補
給
単
独
徒
歩
は
日
本
人
初
快
挙
！

北
極
で
感
じ
た
植
村
さ
ん
か
ら
の〝
恩
〞を
語
る

｢

植
村
直
己
冒
険
賞｣

授
賞
式
・
記
念
講
演
会
を
開
催

▲｢冒険賞｣の受賞盾とメダルを授与（左から荻田さん、中貝市長）

▲府中小学校の児童が歌を披露

▲映像を交えた講演会

クローズアップ豊岡
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チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
2
0
1
8

や
っ
た
！　

３
年
ぶ
り
の
勝
利
!!

①玄さんとチャレンジデー｢歩キングダンス｣（市役所市民広場）②バスケットボール（新
田）③ペタンク（奈佐）④少年野球（国府）⑤太極拳（日高）⑥みんなで遊ぼう（豊岡稽古堂）
⑦ロープジャンプＸ（新田）⑧同左（市役所市民広場）

１

６

４ ５

３

７ ８

２

　

5
月
30
日
、
住
民
の
ス
ポ
ー
ツ
参
加
率
を
競
う

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
2
0
1
8
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
日
常
的
な
ス
ポ
ー
ツ
の
習
慣
化
に
向
け

た
き
っ
か
け
づ
く
り
や
住
民
の
健
康
づ
く
り
な
ど

を
目
的
と
し
た
住
民
総
参
加
型
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

今
年
の
対
戦
相
手
は
鳴
門
市（
徳
島
県
）。
本

市
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
飛
来
し
た
縁
か
ら
、
対

戦
の
申
し
出
を
受
け
ま
し
た
。
本
市
で
は
、

6
万
4
7
5
9
人（
77
・
9
％
）が
参
加
し
、
鳴
門

市（
徳
島
県
）に
勝
利
ま
し
た
。
参
加
・
協
力
し
て

い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

《
問
合
せ
》
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
☎
21

－

9
0
2
3

　

関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
7
校

区
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
21
が
参
加

し
ま
し
た
。
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
二
つ

に
分
け
、
校
区
ご
と
の
参
加
者
数

を
競
い
ま
し
た
。

《カテゴリー１の順位》
順位 クラブ名 参加者数
１ とよおか新田 594人
２ こくふ 157人
３ ひだか・せいしゅう 141人

《カテゴリー２の順位》
順位 クラブ名 参加者数
１ たかはし 338人
２ とよおか奈佐 75人

《チャレンジデー2018の結果》
市名 人口 参加者数 参加率
豊岡市 83,083人 64,759人 77.9％
鳴門市 58,543人 37,235人 63.6％

　

3
人
以
上
の
大
縄
跳
び
。「
人
数

×
跳
ん
だ
回
数
」を
ポ
イ
ン
ト
と

し
て
競
い
ま
し
た
。

《
順
位
》
①
新
田
Ｎ
Ｕ
Ｒ
②
消
防

竹
野
チ
ー
ム
③Jum

ping Fire

※
34
チ
ー
ム
参
加

ロ
ー
プ
ジ
ャ
ン
プ
Ｘ

校
区
対
抗
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

▲対戦相手の健闘を称え相手自治体
の旗を庁舎のメインポールに１週
間掲揚（鳴門市旗）

今
月
の
イ
チ
オ
シ

2～3

市
政
ニ
ュ
ー
ス

4～5

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

豊
岡

6～20

く
ら
し
の
情
報

21～29

保
健
行
事

30～31

図
書
館
・

つ
ど
い
の
広
場

32～33

主
な
相
談
・

主
な
行
事

34～35

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

豊
岡

6～20
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　歌舞伎の演技、日本舞踊、長唄、三味線・鳴物
の演奏など、初歩的な内容から体験する歌舞伎ワ
ークショップを開催します。
　講師は永楽館歌舞伎を手掛ける水口一夫さんを
はじめ、各分野で熟練の舞踊家、演奏家が務めま
すので、未経験の方でも安心して参加できます。
　ワークショップの成果は、出石永楽館で発表し
ます。伝統芸能や舞台芸術に興味のある皆さん、
歌舞伎役者になって、近畿地方に現存する最古の
芝居小屋の舞台に立ってみませんか。
《申込み・問合せ》文化振興課☎23‒1160
　FAX29‒0054 メールbunka@city.toyooka.lg.jp

▼ 対象　小学３～６年生※４日間を通じて参
加できる方
▼定員　20人程度
▼講師　水口一夫さん（松竹株式会社）他
▼参加料　3,000円
▼持ち物　浴衣、白

しろ
足
た
袋
び
、兵

へ
児
こ
帯
おび

▼ 申込み　７月９日（月）までに、所定の申込用
紙（市ホームページからダウンロード可）を窓
口に提出またはファクス

▼ 事前説明会　７月18日（水）午後６時30分～
※会場未定

《日時・場所・内容》
日にち 時間 場所 内容

８月６日（月）午後２時～６時
出石庁舎

開講式、稽古
８月７日（火）

午前10時～午後６時 稽古
８月８日（水）
８月９日（木）午前10時～午後３時 出石永楽館 発表会、閉講式
※昼食は各自で用意してください。

小・中学生の自由工作や絵画の宿題を応援
市立ミュージアムでワークショップ＆クイズラリーを開催

出石永楽館の舞台に立ってみませんか
子ども歌舞伎ワークショップの参加者を募集

　市立ミュージアム４館では、小・中学生を対
象に、夏休みの宿題（自由工作、絵
画）を応援するワークショップを開
催します。申込みは、各ミュージ
アムに連絡してください。

　また、館内では展示内容から出題するクイズ
ラリーも実施します〔７月１日（日）～９月２日
（日）〕。２館のクイズに正解すると、特典とし
てオリジナルグッズをプレゼントします。
　詳しくは市ホームページをご覧ください。

ミュージアム ワークショップ名日日時対対象定定員申申込み￥参加費

植村直己冒険館
☎44‒1515

植村さんの言葉に絵を描いてみよう
日８月７日（火）、21日（火）午前11時～対小・中学生定各20人程度（先着順）
申７月５日（木）～開催日の１週間前に連絡￥200円

日本・モンゴル民族博物館
☎56‒1000

スーホの白い馬　読み聞かせ＆手遊び
日７月22日（日）午後１時～対小学生定 10人程度（先着順）申７月５日（木）～
21日（土）に連絡￥500円

市立美術館
「伊藤清永記念館」

☎52‒5456

子ども写生会～いずし城下を描く～
日７月29日（日）午前９時～対市内の小・中学生、幼児（５歳児・年長児）、
親子での参加も可定70人（先着順）申７月５日（木）～15日（日）に連絡￥250円
パステル画教室
日８月18日（土）①午前９時30分～②午後１時30分～③８月19日（日）午前10
時～対①②小学１～３年生③小学４～６年生定各10人程度（先着順）申７月
９日（月）～31日（火）に連絡￥3,000円（パステル代）

市立歴史博物館
「但馬国府・国分寺館」

☎42‒6111

はにわの貯金箱を作ろう！
日７月21日（土）～23日（月）午前10時～対小・中学生定各10人（先着順）申７
月５日（木）～開催日の前日に連絡￥310円

クローズアップ豊岡
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皆さんの出品をお待ちしています
豊岡全国かな書展の作品を募集

　10（と）月８日（よおか）は、とよおか家族の日
です。その取組みの一環として、第６回「とよ
おか家族の日」写真コンクールを実施します。

▼ テーマ　家族団らん▽地域で子育てを応援す
る姿▽家族（地域）で過ごした夏休みの思い出

▼ 内容　子育てを家族みんなで支え合うことの
大切さ、感謝などの思いを伝えるもの▽子育
て家庭を社会も応援していくことの大切さを
訴えるもの

▼ 対象　市内在住の小学生以上の方（プロカメ
ラマンと過去の同コンクール入賞者は除く）

▼ 規格　四つ切り（254mm×305mm）～ワイド
四つ切り（254mm×365mm）裏に氏名記入

▼ 申込み　７月10日（火）～８月31日（金）に、生
涯学習課にある応募用紙（①～⑤が記載され

子どもの健やかな成長を願い
とよおか家族の日の写真を募集

ていれば所定外も可）
に①応募テーマ②作品
タイトル③簡単な解説
（60字程度）④郵便番号、
住所、氏名（ふりがな）、性別、電話番号⑤児童・
生徒は学校名・学年、一般は年齢を記載の上、
作品と共に郵送または持参
▼ 表彰　後日、最優秀作品は表彰します。副賞
は焼肉セットです。
▼ その他　作品は平成29年４月１日以降に撮影
したオリジナル・未発表のもので、１人（１
家族）１点▽応募作品は返却しません▽入賞
作品の一部は展示や市発行の刊行物に使用し
ます▽審査の結果は入賞者のみ通知します。
《 申込み・問合せ》生涯学習課（〒668‒8666、
中央町２‒４）☎23‒0341

　「仲田光
こう
成
せい
記念 第18回豊岡全国かな書展」の

作品を募集します。一般から幼児までで、学校、
団体、個人のどの形態からも出品できます。今
年も皆さんからの出品をお待ちしています。
　昨年の上位入賞作品を市ホームページの豊岡
市バーチャル美術館に掲載しています。

出品料　一般部3,000円（高校生以下は無料）

※ 募集要項は下記実行委員会で配布する他、市
ホームページに掲載しています。
《 問合せ・搬入場所》豊岡全国かな書展実
行委員会事務局（竹野振興局内）☎47‒1111 
FAX47‒1850

　作品は１人１点で、俳句を短冊に筆または筆
ペンで書いて出品してください。出品料は無料
です。
※ 応募先と募集期間は、かな書展に同じ。作品
は豊岡全国かな書展会場内に展示します。

募集期間　９月４日（火）～６日（木）

部
門 幼児 小学生 中学生 高校生 一般１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

指
定
課
題

ち さ
と

ゆ
め

白
い

か
　

そ
ば

の
花

明
る

い
空

雪
ど

け
道

音
楽
の
祭
典

指定なし

作
品
規
定

半紙 半切４分
の１

半切
（縦書き、散らし貼
りの場合は８枚ま
で、臨書可）

半切･２×６
（縦横自由、散らし
貼りの場合は８枚
まで、臨書不可）

書
体 楷

かい
書
しょ 楷書また

は行書 かな・漢字かな交じり文書

かな書展特別企画　『俳句募集！』

 第18回豊岡全国
 かな書展

 会期　11月９日（金）～11日（日）
 会場　総合体育館

昨年度のかな書展
の様子

今
月
の
イ
チ
オ
シ

2～3

市
政
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ュ
ー
ス

4～5

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

豊
岡
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ら
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情
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21～29
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健
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事
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書
館
・
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ど
い
の
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　「１人ではなかなか続かない」「最近、子ども
との会話が減ったなあ」「夏休みに何かにチャ
レンジしたいんだけど」…そんな方にお薦めの
イベントです。
　参加は簡単！　親子でそれぞれ歩数計を装着
して１カ月間歩くだけ。「今日は止め
ておこうかな」と思っても、子どもは
元気!!　一緒に歩いて、知らず知らず
に健康づくり・体力づくりができちゃいます☆
　親子でいっぱい歩いて、いっぱい話して、子
どもの成長を感じたり、地域のいろんな発見
をしてみませんか？　夏休みの思い出に、ぜひ、
親子で“歩キング”に取り組んでみてください。

▼対象　市内在住の親子（子どもは小学生）
▼定員　30組（先着順）
▼ 申込み　６月25日（月）～７月12日（木）に、所
定の申込用紙（市ホームページに掲載）を提出
　※詳細は、市ホームページをご覧ください。
▼ 表彰　上位３組には賞状と賞品を授与。参加
者全員に参加賞をプレゼントします。
▼ その他　事前説明会と終了後に表彰式を予定
しています。事前・事後にアンケートの協力
をお願いします。
《申込み・問合せ》健康増進課☎21‒9095

　　　　FAX24‒9605

《プログラム》
プログラム名 時間 場所 定員

ストレッチ30 ９：30～10：00 スタジオ 50人
体力測定会 10：00～13：00 フロント横 なし
ボールエクササイズ 10：15～10：45 スタジオ 30人
ベビースイミング体験会（注１）11：00～12：00 プール 10組
コアクロス 11：00～11：30 スタジオ 35人
エクストリーム55 11：45～12：30 スタジオ 35人
平泳ぎ初級 12：30～13：00 プール なし
ヨーガ45 12：45～13：30 スタジオ 50人
クロール中級 13：15～13：45 プール なし
ボディパンプ 13：45～14：45 スタジオ 35人
水中リズム体操 14：00～14：30 プール なし
クロール入門 14：40～15：10 プール なし
メガダンス45 15：00～15：45 スタジオ 50人
ストレッチポール運動 16：00～16：30 スタジオ 35人
ストットピラティス体験会（注２）16：45～17：45 スタジオ 15人
レスミルズ夏の野外フェス（注３） 17：45～20：00 多目的コート なし
（注１）要予約対４カ月～２歳￥500円（税込み）
（注２）要予約￥1,080円（税込み）
（注３）内ボディコンバット・ボディジャム・ボディアタック・ボディバランス
　※雨天の場合はスタジオ（時間18:00～20:15／定50人）

海の日イベント施設無料開放ＤＡＹ
ウェルストーク豊岡を開放

夏の思い出に !!　「親子で挑戦！わくわく“歩キング”」
“歩キング”の参加者を募集

　ウェルストーク豊岡が無料
で利用できます。一部料金が
必要なプログラム、事前の申
込みが必要なプログラムもあ
りますので、詳しくは問い合
わせてください。
　　　《申込み・問合せ》
　　　　ウェルストーク豊岡
　　　　☎24‒0582

○ ７月25日（水）～８月24日（金）の１カ月間
　毎日歩数計を付けて歩数を記録
　※歩数計は市から貸与します。
○ 事前に親子で決めた目標総歩数により
近い順位を競います。

ル
ー
ル

開催日
７月16日（月・祝）

クローズアップ豊岡
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声かけあってみんなでつくる地域の元気
健康をすすめる地区活動の実施

　城崎および日高健康福祉センターの空室の入
居者を募集します。

▼ 対象　市内で事業や活動を行っている、ある
いは行おうとする団体

▼ 申込み　７月２日（月）～20日（金）に、所定の
申込書を提出してください。

　※ 募集要項および申込書は、社会福祉課にあ
ります（市ホームページからもダウンロー
ドできます）。

▼ 使用料　市の定める市有財産の建物使用料。
その他、光熱水費など。詳しくは問い合わせ
てください。

▼ 現地説明会　７月中旬に現地説明会を開催し
ます。申込方法は、社会福祉課に問い合わせ
てください。

▼ その他　対象施設は現状の状態で貸し出しま
す。維持管理および施設の改修などの費用は、
入居団体の負担となります。現地確認の上で、
入居の検討をお願いします。
《申込み・問合せ》社会福祉課☎24‒7032

７月中旬に説明会、８月から入居できます
健康福祉センターの入居団体を募集

　健康をすすめる地区活動とは、健康推進員・
健康推進委員、区長が中心となり、健康づくり
事業を実施する市民の自主的な活動です。
　平成29年度も地域で減塩食の調理実習や認知
症予防の健康教室など、健康づくり活動が活
発に実施され「調理をしながら具体的に学べた」
「認知症の正しい知識が得られた」という感想が
ありました。

　４月から５月にかけて校区ごとに「声かけあ
ってみんなでつくる地域の元気」をテーマに健
康推進員らを対象に地区別説明会を開催しまし
た。取り組んでみたい健康づくりがありました
ら、区長や健康推進員・健康推進委員に相談し
ながら、検討してみてはいかがですか。

《問合せ》健康増進課☎24‒1127

３B体操

《テーマ》
食生活・歯の健康 プラス１皿野菜と毎日朝食・歯磨き

運動習慣・介護予防 日々のくらしに＋（プラス）10

生活習慣病予防 声かけあってはじめよう　血圧管理と年１健診

こころの健康 快眠・会話でストレス解消

親子の健康 家族・地域で増やそう！コミュニケーション
知ろう！こどもへのかかわり

募集区画 面積
デイ事務室（再募集） 51.81㎡
（旧）子育てセンター（再募集） 144.14㎡
食堂兼休憩室および厨房（再募集） 187.77㎡

募集区画 面積
事務室（新規募集） 36.00㎡
浴室関連施設（再募集） 152.06㎡

城崎健康福祉センター（２階部分）物件１

日高健康福祉センター（１階部分）物件２

入居予定日

８月１日（水）から

◀日高健康福祉
　センター
　事務室

◀城崎健康福祉
　センター
　デイ事務室
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《申込み・問合せ》豊岡市ファミリーサポート
　 センター（こども育成課内）☎29‒0053

地域の中で子育てを助け合い
ファミサポおねがい会員を募集

　地域の中で助け合いながら子育て
をする会員組織・豊岡市ファミリー
サポートセンター（ファミサポ）の「お
ねがい会員」を募集しています。

▼ 対象　市内在住で、生後６カ月～小学６年生
の子どもがいる保護者

▼ 申込み　申込書に顔写真（縦４㎝×横3.5㎝）２
枚を添付して提出

※ 申込書とパンフレットは、こども育成課や各
振興局地域振興課にあります。

※ 登録には、アドバイザーからの説明が30分程
度必要です。アドバイザー不在時は登録がで
きませんので、予約してください。

※ 会員証を即日交付します。時間がかかる場合
がありますのでご了承ください。

《各振興局の出張登録日》
場所 登録日時

城崎振興局地域振興課 ７月３日（火）

午前10時
～

午後２時

但東振興局地域振興課 ７月５日（木）

日高振興局地域振興課 ７月10日（火）

出石振興局地域振興課 ７月12日（木）

竹野振興局地域振興課 ７月17日（火）
※  前日までに予約してください。予約のない登録日に
は、出張登録を実施しません。
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企
業
の
人
材
不
足
が
深
刻
で
す
。

市
内
企
業
か
ら
も
日
「々
人
手
が

足
り
な
い
」と
の
声
が
上
が
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
豊
岡
の
有
効
求
人
倍
率
の

推
移（
左
図
参
照
）か
ら
も
読
み
取

れ
ま
す
。

　

一
方
、
未
就
業
の
女
性（
子
育

て
な
ど
が
理
由
）で
働
き
た
い
、

働
い
て
も
い
い
と
思
っ
て
い
る
人

た
ち
が
多
い（
左
下
表
参
照
）こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
子

育
て
な
ど
の
関
係
で
、
少
日
数
や

短
時
間
の
勤
務
を
希
望
す
る
人
が

多
い
の
が
現
状
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま
え
、
市

で
は
人
手
が
足
り
な
い
企
業
と
子

育
て
中
の
女
性
を
結
び
付
け
る
取

組
み
を
展
開
し
ま
す
。

■
子
育
て
中
の
女
性
の
就
労
促
進

　

企
業
に
短
時
間
や
少
日
数
勤
務

の
導
入
を
働
き
掛
け
、
子
育
て
中

の
女
性
の
働
く
意
欲
の
醸
成
を
進

め
、
両
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
機
会
を

創
出
し
ま
す
。

●
保
育
士
等
確
保
推
進

　

市
内
の
保
育
所
等
で
業
務
改
善

等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
不
足
し

て
い
る
保
育
士
の
確
保
を
図
り
、

保
育
の
受
け
入
れ
拡
大
に
力
を
注

ぎ
ま
す
。

　

子
育
て
中
の
女
性
の
就
労
を
進

め
る
こ
と
と
、
保
育
の
受
け
入
れ

を
拡
大
す
る
こ
と
は
密
接
に
関
係

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
庁
内
の
組

織
を
超
え
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
を
通
じ
て
、
女
性
が

生
き
生
き
と
働
く
社
会
の
実
現
を

目
指
し
ま
す
。

女性 がまちを変える
子育て中の女性の就労促進
【担当】環境経済課☎23‒4480

保育士等確保推進
【担当】こども育成課☎29‒0053

保育士等確保推進 子育て中の女性の就労促進

より働きがいがあり、
より働きやすい園づくり

■ 

企
業
と
子
育
て
中
の
女
性

と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

平成30年７月～32年３月 平成30年７月～

短時間勤務
少日数勤務

ポイント
魅力ある

労働環境創出

ポイント

平成30年７～10月 平成30年10月 平成30年７～10月

保育士の確保 女性の働く
意欲の醸成

女性が働ける
仕事の創出

《有効求人倍率の推移》

《女性の就業希望状況》

1.45倍とは、求職者100人に対し
求人が145件あるという状況

回答数
（人）

未就業
者数（人）

就業希望
者数（人）

就業
希望率（％）

20代 60 51 41 80.4
30代 195 147 129 87.8
40代 60 38 31 81.6
50代 48 24 21 87.5
合計 363 260 222 85.4

●
モ
デ
ル
園
に
よ
る
実
施

　

・ 

専
門
家
に
よ
る
保
育
の

質
を
高
め
る
研
修

　

・
労
務
環
境
の
見
直
し

　

・ 

業
務
の
効
率
化〔
Ｉ
Ｃ
Ｔ

（
情
報
通
信
技
術
）の
活
用

等
〕

● 

事
業
効
果
の
他
園
へ
の
波
及

■ 

潜
在
保
育
士
等
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ

● 

保
育
所
等
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
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適
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ー
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シ
ョ

ッ
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１
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目
日
７
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30
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後
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時
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分
〜
所
豊

岡
市
民
プ
ラ
ザ
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要
申
込
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期
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方
セ
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■ 

多
様
な
人
材
活
用
セ
ミ
ナ

ー
日
７
月
11
日
㈬
午
後
１

時
〜
所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ

■
モ
デ
ル
企
業
の
選
定

■ 

プ
チ
勤
務（
短
時
間
・
少
日

数
勤
務
）の
導
入

■ 

事
業
効
果
の
他
企
業
へ
の

波
及
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×

ハローワーク豊岡資料から

平成29年度市民アンケートから

倍
率

今
月
の
イ
チ
オ
シ

2～3

市
政
ニ
ュ
ー
ス

4～5

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

豊
岡

6～20

く
ら
し
の
情
報

21～29

保
健
行
事

30～31

図
書
館
・

つ
ど
い
の
広
場

32～33

主
な
相
談
・

主
な
行
事

34～35

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

豊
岡

6～20



広報とよおか 2018（平成30）年7月号　 16

〔 注１〕総所得金額等とは収入額から控除額を引いた金額です。所
得控除（社会保険料控除、扶養控除等）は含みません。
※保険料を決定する基準日は、原則、４月１日です。
※ 年度途中で資格取得または喪失したときは、保険料を月割りで
計算します。
※ 日高町羽尻、出石町奥小野、但東町天谷の方の保険料率は、本
年度から特例が廃止され県内と同率になりました。

保険料額（年額）
＝
均等割額

＋
所得割額

上限62万円 48,855円 （総所得金額等〔注１〕
－33万円）×10.17％

《保険料の計算方法》

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

平
成
30
・
31
年
度
の
保
険
料
率
を
決
定

　

２
年
ご
と
に
見
直
さ
れ
る
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
率

（
均
等
割
額
と
所
得
割
率
、
賦
課

限
度
額
）が
決
定
し
ま
し
た
。

保
険
料
額
の
通
知

　

保
険
料
は
、
被
保
険
者
一
人
一

人
が
支
払
い
ま
す
。
平
成
30
年
度

の
保
険
料
額
は
、
７
月
中
旬
ご
ろ

送
付
予
定
の
保
険
料
額
決
定
通
知

書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

保
険
料
の
計
算
方
法

　

年
間
の
保
険
料
は
一
人
一
人
が

等
し
く
負
担
す
る「
均
等
割
額
」と

前
年
の
所
得
に
応
じ
て
負
担
す
る

「
所
得
割
額
」の
合
計
で
す
。

均
等
割
額
の
軽
減

　

同
一
世
帯
内（
世
帯
主
と
世
帯

内
の
被
保
険
者
）の
29
年
中
の
総

所
得
金
額
等
が
次
の
基
準
額
以
下

の
方

所
得
の
低
い
方
の
軽
減

　

前
年
の
所
得
に
応
じ
て
保
険
料

額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

《均等割額の軽減》
軽減
割合 総所得金額等（被保険者＋世帯主） 軽減後

均等割額

９割 基礎控除額
（33万円）

被保険者全員の各所得（年金所得は控
除額を80万円として計算）が０円 4,885円

8.5割 上記以外 7,328円

５割 基礎控除額（33万円）＋27万５千円×被保険者の数 24,427円

２割 基礎控除額（33万円）＋50万円×被保険者の数 39,084円

※
65
歳
以
上
の
公
的
年
金
受
給
者

　

は
、
総
所
得
金
額
等
か
ら
年
金

　

所
得
の
範
囲
内
で
最
大
15
万
円

　

を
控
除
し
軽
減
判
定
さ
れ
ま
す
。

※
29
年
度
か
ら
５
割
お
よ
び
２
割

　

の
低
所
得
者
軽
減
対
象
が
拡
大

　

さ
れ
ま
し
た
。

○
５
割
軽
減
…
被
保
険
者
数
に
乗

　

ず
る
金
額　

27
万
円
↓
27
・
５

　

万
円

○
２
割
軽
減
…
被
保
険
者
数
に
乗

　

ず
る
金
額　

49
万
円
↓
50
万
円

※
所
得
割
額
の
軽
減
特
例
措
置
は

　

29
年
度
は
２
割
軽
減
で
し
た
が
、

　

制
度
の
見
直
し
で
30
年
度
は
廃

　

止
さ
れ
ま
し
た
。

被
扶
養
者
だ
っ
た
方
の
軽
減

　

制
度
に
加
入
す
る
前
日
に
、
会

社
の
健
康
保
険
な
ど
の
被
用
者
保

険
の
被
扶
養
者
だ
っ
た
方
は
、
所

得
割
額
は
か
か
ら
ず
、
均
等
割
額

は
５
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。
な
お
、

国
民
健
康
保
険
・
国
民
健
康
保
険

組
合
に
加
入
さ
れ
て
い
た
方
は
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
。

○
均
等
割
額
の
９
割
、
８
・５
割

　

軽
減
に
該
当
す
る
方
は
、
そ
れ

　

ぞ
れ
の
軽
減
割
合
が
適
用
さ
れ

　

ま
す
。

○
均
等
割
額
は
軽
減
特
例
措
置
で

　

29
年
度
は
７
割
軽
減
さ
れ
ま
し

　

た
が
、
制
度
の
見
直
し
で
30
年

　

度
は
５
割
軽
減
と
な
り
ま
す
。

保
険
料
の
納
付
方
法

　

保
険
料
の
納
付
方
法
は
、
対
象

と
な
る
年
金
額
で
異
な
り
ま
す
。

　

年
金
が
年
額
18
万
円
以
上
の
方

は
、
原
則
、
年
金
天
引
き
と
な
り

ま
す【
特
別
徴
収
】。
そ
れ
以
外
の

方
は
、
納
付
書
や
口
座
振
替
と
な

り
ま
す【
普
通
徴
収
】。

　

年
度
途
中
で
新
た
に
被
保
険
者

に
な
っ
た
方〔
年
齢
到
達（
75
歳
）、

障
害
認
定
、
転
入
な
ど
〕や
保
険

料
額
が
変
更
と
な
っ
た
方
は
、
普

通
徴
収
と
な
り
ま
す
。

《特別徴収の納付月》
仮徴収 本徴収

４月
（１期）

６月
（２期）

８月
（３期）

10月
（４期）

12月
（５期）

２月
（６期）

前年度の２月（６期）の徴
収金額と同額

７月に確定する保険料年
額から仮徴収額を差し引
き、３回に分けた額

※ 保険料は特別徴収が原則ですが、口座振替による納付
方法に変更することができます。変更を希望する方
は、市の担当窓口で手続きしてください。

《保険料率（平成 30・31 年度）》

平成30・31年度 平成28・29年度

均等割額 48,855円 48,297円

所得割率 10.17％ 10.17％

賦課限度額 62万円 57万円

クローズアップ豊岡



17　 広報とよおか 2018（平成30）年7月号

被
保
険
者
証

　

被
保
険
者
証
の
更
新
は
、
毎
年

８
月
１
日
で
す
。

　

８
月
１
日
か
ら
は
新
し
い
被

保
険
者
証
を
医
療
機

関
の
窓
口
で
提
示
し
、

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

限
度
額
適
用
認
定
証

　

次
の
方
は
、
限
度
額
適
用
認
定

証
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
医
療
機

関
ご
と
に
１
カ
月
に
支
払
う
自
己

負
担
額
が
外
来
・
入
院
共
区
分
に

応
じ
た
限
度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
保
険
診
療
分
が
対
象
で

す（
柔
道
整
復
、
鍼し
ん

灸き
ゅ
う

、
あ
ん
ま

マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
の
施
術
は
除

く
）。
対
象
と
な
る
方
で
新
た
に

限
度
額
適
用
認
定
証
の
交
付
を
希

望
す
る
場
合
は
、
市
の
担
当
窓
口

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

①
負
担
割
合
が
３
割
負
担
か
つ
課

　

税
所
得
が
６
９
０
万
円
未
満
の

　

方　

※
認
定
証
が
必
要
な
方
は
、

　

７
月
中
旬
以
降
に
申
請
し
て
く

　

だ
さ
い
。
申
請
時
期
は
問
い
合

　

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

② 

世
帯
員
全
員
が
市
民
税
非
課
税

（
低
所
得
Ⅰ
・Ⅱ
）の
方　

※「
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」（
以
下
、減
額
認
定
証
）

を
お
持
ち
の
方
は
入
院
時
の
食

事
代
も
減
額
さ
れ
ま
す
。
現
在
、

減
額
認
定
証
を
お
持
ち
で
８
月

以
降
も
引
き
続
き
対
象
と
な
る

方
に
は
、
新
し
い
減
額
認
定
証

を
被
保
険
者
証
と
一
緒
に
送
付

し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医

療
高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
限
度

額
が
変
わ
り
ま
す

　

70
〜
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
、
後
期
高
齢
者
医
療
被
保

険
者
の
自
己
負
担
限
度
額
が
変
わ

り
ま
す
。
８
月
診
療
分
か
ら
高

額
療
養
費
の
自
己
負
担
限
度
額

（
以
下
、
限
度
額
）は
下
表
の
と
お

り
で
す（
７
月
以
前
の
診
療
分
は
、

従
前
の
区
分
で
の
自
己
負
担
で

す
）。

　

１
カ
月
に
支
払
っ
た
医
療
費
が
、

決
め
ら
れ
た
限
度
額
を
超
え
た
場

合
に
、
申
請
に
よ
り
差
額
分
を
高

額
療
養
費
と
し
て
支
給
し
ま
す

（
後
期
高
齢
者
医
療
で
は
初
回
の

み
の
申
請
と
な
り
ま
す
）。
限
度

額
は
、
個
人
も
し
く
は
世
帯
の
所

得
に
応
じ
て
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
下
表
の
市
民
税
非
課
税

世
帯
の
方
の
自
己
負
担
限
度
額
に

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

被
保
険
者
証
を
更
新
し
ま
す

※ １　「現役並み」区分の方でも、「国民健康保険被保険者は70歳以上の方」、「後期高齢者医療被保険者は被保険者と
70歳以上の方」の世帯収入の合計額が520万円未満（１人世帯の場合は383万円未満）の場合は、市の担当窓口に
申請することで一般の区分になります。対象となる可能性がある方には申請書を送付します。
※ ２　過去12カ月以内に３回以上、限度額に達した場合は、４回目から「多数回」該当となり、限度額が下がります。

 
《問合せ》市民課☎21－9061または各振興局市民福祉課

《70歳以上の国民健康保険加入の方　の自己負担限度額（月額）》後期高齢者医療の方　　　　　　　　　　　　

【７月診療分まで】

適用区分 外来+入院
（世帯ごと）外来

（個人ごと）

現
役
並
み

Ⅲ 市民税課税所得690万円以上

57,600円
80,100円
＋（医療費－
267,000）×１%

〈多数回44,400円※２〉

Ⅱ 市民税課税所得380万円以上

Ⅰ 市民税課税所得145万円以上

一
般

市民税課税所得
145万円未満
（※１）

14,000円
年間上限（14万4,000円）

57,600円
〈多数回44,400円※２〉

低
所
得
者

Ⅱ 市民税非課税世帯
8,000円

24,600円

Ⅰ 市民税非課税世帯（年金収入80万円以下など） 15,000円

【８月診療分から】

外来+入院
（世帯ごと）外来

（個人ごと）

252,600円＋（医療費－842,000）×１%
〈多数回140,100円※２〉

167,400円＋（医療費－558,000）×１%
〈多数回93,000円※２〉

80,100円＋（医療費－267,000）×１%
〈多数回44,400円※２〉

18,000円
年間上限（14万4,000円）

57,600円
〈多数回44,400円※２〉

8,000円
24,600円

15,000円

今
月
の
イ
チ
オ
シ

2～3

市
政
ニ
ュ
ー
ス

4～5

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

豊
岡

6～20

く
ら
し
の
情
報

21～29

保
健
行
事

30～31

図
書
館
・

つ
ど
い
の
広
場

32～33

主
な
相
談
・

主
な
行
事

34～35

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

豊
岡

6～20
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新
し
い
受
給
者
証
等
を
郵
送

　

８
月
１
日（
水
）

か
ら
有
効
の
新
し

い
受
給
者
証
等
を
、

７
月
下
旬
に
送
付

し
ま
す
。
有
効
期

限
の
切
れ
た
受
給

者
証
等
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象

▽
高
齢
受
給
者
証　
昭
和
18
年
８

　

月
２
日
〜
23
年
７
月
１
日
生
ま

　

れ
の
国
民
健
康
保
険（
国
保
）被

　

保
険
者

▽
特
定
疾
病
療
養
受
療
証　
特
定

　

疾
病
療
養
受
療
証
を
持
つ
国
保

　

被
保
険
者

　

市
で
は
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者

の
み
で
構
成
さ
れ
る
世
帯
な
ど
を

対
象
に
、
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト

を
配
布
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

救
急
時
に
必
要
な
情
報
を
冷
蔵
庫

に
保
管
し
、
救
急
隊
の
迅
速
な
救

有
効
期
限
は
７
月
31
日（
火
）

　

外
来
・
入
院
時
の
一
部
負
担
金

や
食
事
代
を
軽
減
す
る
た
め
、
市

が
発
行
し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き

ま
た
は
新
た
に
認
定
証
が
必
要

な
方
は
７
月
17
日

（
火
）以
降
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象

▽
限
度
額
適
用
認
定
証　
納
期
限

　

到
来
の
国
保
税
を
完
納
し
て
い

　

る
世
帯
の
中
で
、
左
記
２
点
ど

　

ち
ら
か
に
該
当
し
て
い
る
方

○
70
歳
未
満
の
国
保
被
保
険
者

○
70
歳
以
上
75
歳
未
満
で
高
齢
受

　

給
者
証
の
負
担
割
合
が
３
割
負

　

担
、
か
つ
課
税
所
得
が
６
９
０

命
活
動
に
つ
な
げ
る
も
の
で
す
。

配
布
を
希
望
す
る
方
は
、
問
合
せ

先
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

既
に
キ
ッ
ト
を
お
持
ち
の
方
は
、

医
療
情
報
記
録
用
紙
の
内
容
の
確

認
・
更
新
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

万
円
未
満
の
国
保
被
保
険
者

▽
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証　
70

　

歳
未
満
の
国
保
被
保
険
者
で
、

　

国
保
の
世
帯
主
を
含
む
被
保
険

　

者
全
員
が
市
民
税
非
課
税
と
な

　

る
世
帯
の
方

▼
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

　

額
認
定
証　
70
歳
以
上
75
歳
未

　

満
の
国
保
被
保
険
者
で
、
国
保

　

の
世
帯
主
を
含
む
被
保
険
者
全

　

員
が
市
民
税
非
課
税
と
な
る
世

　

帯
の
方

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

▽
身
分
証
明
書（
免
許
証
な
ど
）

▽
国
保
被
保
険
者
証
▽
印
鑑

▽
過
去
１
年
間
の
入
院
日
数
が
90

　

日
を
超
え
る
方
は
、
入
院
日
数

　

が
90
日
を
超
え
た
こ
と
の
分
か

　

る
書
類（
医
療
機
関
発
行
の
入

　

院
期
間
証
明
や
領
収
書
な
ど
）

高
齢
受
給
者
証

特
定
疾
病
療
養
受
療
証

限
度
額
適
用
認
定
証

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
等

【キットの内容】
保管容器
マグネットシール
医療情報記録用紙

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
な
ど
で
、

後
払
い
決
済
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
消
費
者
が
増
え
て
い
ま
す
。
商

品
を
受
け
取
っ
た
後
で
最
寄
り
の

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
金
融

機
関
で
代
金
を
支
払
う
こ
と
が
で

き
る
の
で
、
便
利
で
安
心
な
支
払

方
法
と
し
て
定
着
し
つ
つ
あ
り
ま

す
が
、
仕
組
み
を
知
ら
ず
に
利
用

す
る
と
思
わ
ぬ
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き

込
ま
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆
事
例
◆

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
で
ス
マ

ホ
ケ
ー
ス
を
購
入
し
た
が
、
届
い

て
み
る
と
自
分
の
ス
マ
ホ
に
合
わ

な
い
仕
様
だ
っ
た
。
数
日
後
に
請

求
書
が
来
た
の
で
、
連
絡
先
に
電

話
し
て
返
品
し
た
い
と
伝
え
た
と

こ
ろ「
契
約
先
は
別
の
販
売
店
な

の
で
こ
こ
で
は
申
し
出
を
受
け
ら

れ
な
い
」と
言
わ
れ
た
。
請
求
元

に
対
し
て
返
品
交
渉
が
で
き
な
い

の
は
お
か
し
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
（
50
歳
代
、
女
性
）

◆
ア
ド
バ
イ
ス
と
処
理
結
果

　

後
払
い
決
済
で
は
、
決
済
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
が
一
時
的
に
立
て
替

え
払
い
を
行
い
、
消
費
者
は
一
定

期
間
内
に
金
融
機
関
な
ど
で
代
金

を
支
払
い
ま
す
。
契
約
先
は
ネ
ッ

ト
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
販
売
店
、
支

払
先
は
決
済
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と

な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
返
品
・

交
換
・
解
約
等
に
つ
い
て
は
販
売

店
と
話
し
合
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

売
買
契
約
関
係
に
な
い
決
済
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
は
、
契
約
内
容
の
判

断
を
で
き
る
立
場
に
は
な
く
、
販

売
店
か
ら
キ
ャ
ン
セ
ル
が
入
ら
な

い
限
り
請
求
を
続
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
一
方
、
未
払
い
状
態
が

続
く
と
消
費
者
は
同
じ
決
済
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
を
利
用
で
き
な
く
な

る
な
ど
の
不
利
益
が
生
じ
ま
す
。

　

事
例
の
場
合
は
、
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
か
ら
販
売
店
に
問
い
合
わ

せ
た
結
果
、
特
約
に
よ
り
送
料
負

担
で
返
品
す
る
こ
と
に
な
り
、
販

売
店
が
キ
ャ
ン
セ
ル
処
理
し
た
た

め
請
求
も
取
り
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

 

《
豊
岡
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
》

▽
相
談
受
付
　
月
〜
金
曜
日（
祝

　
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

▽
相
談
場
所
　
生
活
環
境
課
内

▽
電
話
相
談
　
☎
21

－

9
0
0
1

 

消
費
生
活
相
談
員
の
知
恵
袋 

14

〜
通
信
販
売
の
後
払
い
、
仕
組
み
を
知
っ
て
ト
ラ
ブ
ル
防
止
〜

国
民
健
康
保
険
の
お
知
ら
せ

《
問
合
せ
》
市
民
課
☎
21

－

9
0
6
1

　

ま
た
は
各
振
興
局
市
民
福
祉
課

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
を
高
齢
者
世
帯
に
配
布

《
問
合
せ
》
高
年
介
護
課
☎
29

－

0
0
5
5

クローズアップ豊岡
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全国の皆さん、応援ありがとうございます！
平成29年度
寄付金受入状況

 
総件数 2,703件
寄付金総額 193,655,234円

　「ふるさと納税」とは、生まれ故郷である“ふ
るさと”や“心のふるさと”（応援したいと思う
まち）への寄付です。平成29年度も全国のたく
さんの方々から応援をいただきました。
　寄付の状況・使い道は、次のとおりです。

《主な寄付金の使い道》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成30年度 
まちづくり施策 事業

「小さな世界都市とよおか」の実現
【41,300千円】

▽豊岡稽古堂塾開講事業▽ふるさと教育推進事業
▽英語教育推進事業▽コミュニケーション教育推進事業
▽英語遊び保育推進事業▽豊岡の未来を創る高校生支援
事業▽城崎国際アートセンター事業▽子どもの野生復帰
事業▽文化芸術創造交流事業▽海外戦略推進事業

コウノトリをシンボルとした人と自然が
共生するまちづくり　　　 【45,335千円】

▽学校給食用食材費▽コウノトリ育む農法推進事業
▽コウノトリ育むお米ブランド化推進事業
▽豊岡農業スクール開校事業▽新規就農総合支援事業など

安全に安心して暮らせるまちづくり
【23,000千円】▽老人福祉事業▽非常備消防事業など

持続可能な「力」を高めるまちづくり
【17,000千円】

▽特産振興事業▽Ｕターン促進事業▽Ｉターン促進事業
▽観光事業▽但馬空港利用促進事業など

未来を拓く人を育むまちづくり
【24,000千円】

▽母子保健事業▽専門職大学誘致推進事業
▽結婚・子育て推進事業▽学校振興事業
▽教育プラン推進事業▽幼保対策事業

人生を楽しみお互いを支え合うまちづく
り　　　　　　　　　　　  【8,200千円】

▽生涯スポーツ振興事業▽出石永楽館歌舞伎開催事業
▽図書館整備▽出石野球場管理

　平成29年度の豊岡市情報公開条例およ
び豊岡市個人情報保護条例の運用状況を
お知らせします。
　情報公開条例
に基づく公開請
求は268件あり、
処理状況は、公
開が17件、部分
公開が250件、文
書不存在が１件
でした。
　また、個人情報保護条例に基づく開示
請求は５件あり、処理状況は開示が３件、
部分開示１件、文書不存在が１件でした。
　詳しくは、市ホームページをご覧くだ
さい。

情報公開条例運用状況　　　　　　　　　（単位：件）

部局 請求件数 請求に係る決定
公開 部分公開 不存在

市長部局 157 11 145 １
教育委員会部局 46 １ 45 ０
上下水道部局 64 ５ 59 ０
その他の部局 １ ０ １ ０
合計 268 17 250 １

個人情報保護条例運用状況　　　　　　　（単位：件）

部局 請求件数 請求に係る決定
開示 部分開示 不存在

市長部局 ４ ３ ０ １
教育委員会部局 ０ ０ ０ ０
上下水道部局 ０ ０ ０ ０
その他の部局 １ ０ １ ０
合計 ５ ３ １ １

コウノトリ豊岡寄付金（ふるさと納税） 《問合せ》環境経済課☎23-4480

情報公開条例等運用状況 《問合せ》総務課☎23-1116
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クローズアップ豊岡／くらしの情報

豊
岡
年
金
事
務
所
か
ら

　

年
金
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り

時
間
延
長
し
ま
す
。

　

お
越
し
の
際
に
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
の
分

か
る
も
の
と
身
分
証
明
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。代
理
者
の
と
き
は
、

対
象
者
の
年
金
手
帳
な
ど
基
礎
年

金
番
号
の
分
か
る
も
の
の
他
、
委

任
状
と
代
理
者
の
身
分
証
明
を
準

備
し
て
く
だ
さ
い
。

●
7
月
14
日（
土
）午
前
9
時
30
分

〜
午
後
4
時

●
7
月
2
・
9
日（
月
）・
17
日

（
火
）・
23
・
30
日（
月
）午
前
8

　

時
30
分
〜
午
後
7
時

●
相
談
・
手
続
き
の
際
は
予
約
の

上
、
来
訪
し
て
く
だ
さ
い

・
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
0
5
7
0
－
05
－
1
1
6
5

・
0
5
0
で
始
ま
る
電
話
の
方

　

☎
03
－
6
7
0
0
－
1
1
6
5

●
年
金
個
人
情
報
サ
ー
ビ
ス

　

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.nenkin.go.jp/

《
問
合
せ
》
豊
岡
年
金
事
務
所

　

☎
22
－
0
9
4
8

　

市
民
課
☎
21
－
9
0
1
5
ま
た

は
各
振
興
局
市
民
福
祉
課

　

国
民
年
金
は
、
20
歳
か
ら
60
歳

に
な
る
ま
で
加
入
し
て
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
収
入
の
減
少
や
失
業
等

で
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
、

納
付
が
免
除
さ
れ
る「
申
請
免
除
」

や
納
付
が
猶
予
さ
れ
る「
納
付
猶

予
」の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て

お
く
と
、
不
慮
の
事
故
な
ど
で
障

害
を
負
っ
た
と
き
や
死
亡
し
た
と

き
に
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎

年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
免
除
や
猶
予
の
承
認
を

受
け
た
期
間
は
、
障
害
基
礎
年
金
、

遺
族
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間

や
将
来
の
老
齢
基
礎
年
金
受
給
資

格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
。
保
険

料
納
付
が
困
難
な
方
は
忘
れ
ず
に

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　

免
除
や
猶
予
を
受
け
た
期
間
は
、

10
年
以
内
で
あ
れ
ば
さ
か
の
ぼ
っ

て
納
付（
追
納
）が
で
き
、
納
付
す

れ
ば
減
額
の
対
象
に
は
な
り
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、
免
除
・
猶
予
の
承

認
を
受
け
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら

数
え
て
3
年
度
目
以
降
に
追
納
す

る
と
き
は
、
当
時
の
保
険
料
額
に

経
過
し
た
期
間
に
応
じ
た
額
が
加

算
さ
れ
ま
す
。

（�

注
1
）一
部
免
除
は
、
残
り
の

保
険
料
を
納
付
し
て
い
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

（�

注
2
）全
額
・
一
部
免
除
を
受

け
た
期
間
は
定
額
納
付
と
比
べ

て
老
齢
基
礎
年
金
額
は
減
額
さ

れ
ま
す
。

▼�

免
除
対
象
者　
本
人
・
配
偶
者
・　

世
帯
主（
納
付
猶
予
制
度
の
場

合
は
、
50
歳
未
満
の
本
人
と
配　

偶
者
）が
次
の
要
件
の
い
ず
れ　

か
に
該
当
す
る
方

▼
要
件

○
前
年
所
得
が
一
定
基
準
以
下　

○�

災
害
ま
た
は
失
業
・
倒
産
・
事

業
の
廃
止
が
あ
っ
た
場
合

　

そ
の
事
由
が
発
生
し
た
前
月
か

ら
、
事
由
が
発
生
し
た
年
の
翌
々

年
の
6
月
ま
で
の
期
間（
申
請
月

か
ら
2
年
1
カ
月
前
ま
で
の
期
間

に
限
り
ま
す
。）

○�

地
方
税
法
に
定
め
る
障
害
者
ま　

た
は
寡
婦
で
あ
っ
て
、
前
年
所

得
が
1
2
5
万
円
以
下

○�

本
人
ま
た
は
そ
の
世
帯
の
人
が
、

生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助

以
外
の
扶
助
を
受
け
て
い
る
。

○�

特
別
障
害
給
付
金
を
受
け
て
い　

る
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

○�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
ま
た
は
基
礎
年　

金
番
号
が
分
か
る
も
の

○
印
鑑

○�

失
業
の
方
…「
雇
用
保
険
被
保　

険
者
離
職
票
」や「
雇
用
保
険
受

給
資
格
者
証
」な
ど
の
写
し

○�

廃
業
の
方
…「
廃
業
証
明
書
」な

ど
の
写
し

▼�

窓
口　
市
民
課
市
民
係
ま
た
は　

各
振
興
局
市
民
福
祉
課

▼�

所
得
申
告　
免
除
の
判
定
は
所　

得
で
審
査
し
ま
す
。
必
ず
所
得

申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼�

免
除
承
認
期
間　
7
月
〜
平
成

31
年
6
月【
1
年
間
】

▼�

そ
の
他　
申
請
月
の
2
年
1
カ　

月
前
の
月
分
に
さ
か
の
ぼ
っ
て

免
除
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
失
業
な
ど
保
険
料
を
納

付
す
る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難

で
、
未
納
期
間
の
あ
る
方
は
、

早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
30
年
度
保
険
料
免
除
・
猶
予

申
請
の
受
付
開
始（
７
月
か
ら
）

《納付・免除・納付猶予と未納の算入の違い》
納付状況

年金の種類 納付 申請免除
（全額・一部）

納付
猶予 未納

障害基礎年金 　　　　　　
遺族基礎年金 　　　　　　
（受給資格期間に算入されるか？）

○ ○
（注１） ○ ×

老齢
基礎年金

（受給資格期間に算
入されるか？） ○ ○

（注１） ○ ×

（年金額に反映され
るか？） ○ ○

（注１･２） × ×

《対象となる所得の目安表》
扶養人数

区分 単身世帯 １人扶養 ３人扶養

全額免除
納付猶予 57万円 92万円 162万円

４分の３免除 93万円 142万円 230万円
半額免除 141万円 195万円 282万円

４分の１免除 189万円 247万円 335万円
※ 所得の種類や控除額などによって、免除に該当
しない場合もあります。
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日日時・期間　所場所　内内容　対対象　定定員　￥参加費・料金　持持ち物　申申込み　他その他　問問合せ先
Ｆファクス番号　Ｍメールアドレス　Ｈホームページ
※￥のないものは無料です。　定で抽選などの記載がないものは先着順です。持のないものは申込時に確認してください。

くらしの� 報情
施設イベント

城崎国際アートセンター　城崎町湯島　☎32-3888　Ｆ32-3898　M info@kiac.jp　◆休館＝㊋
行事名/内容 日時 備考

クリエイティブ・ヴァキ（韓国）アーティスト・トーク＆
韓国料理を囲む交流会★
　南北関係が元で引き裂かれた恋人たちをテーマにした
新作『Love Story』の滞在制作を行う韓国演劇界注目のア
ーティスト集団｢クリエイティブ・ヴァキ｣。活動を紹介
するアーティスト・トークと韓国料理を囲みながらの交
流会を開催

８/４㊏
16：00〜トーク
18：00〜交流会

所①イベント名②氏名③人数④
連絡先を連絡
◆一時保育＝７/27㊎までに電
話
他日本語通訳あり。交流会のみ
の参加は不可

豊岡市民プラザ　大手町　☎24-3000　Ｆ24-3004　M info@platz-npo.com　◆休館＝㊋
行事名/内容 日時 備考

中・高生アートチャレンジ！後期発表公演★
　但馬の中学・高校生たちが学校、学年の垣根を超えて、本気
で取り組む演劇集中ワークショップの成果発表

７/29㊐
15：00〜

￥一般500円／当日200円増し、
高校生以下無料

サロン d
ド
e 祈り

　葉
よう

祥
しょう

明
めい

作「あの夏の日」他を朗読。長崎に原爆が投下された“あ
の夏の一日”を平和への祈りを込めて描いた絵本を美しいイラ
ストの映写とともに朗読。出演：「祈り−1945」上演実行委員会

７/21㊏
12：30〜

平和を願う朗読劇・豊岡2018『祈り−１９４５』★
　ヒロシマ・ナガサキの原爆の記録から、手記や詩歌を構成し
たオリジナル台本で上演する朗読劇。公募市民の実行委員会が
制作から上演までを行います。小学校公演の感想メッセージ・
原爆資料等の展示も同時開催

８/４㊏
14：00〜

￥一般500円／当日200円増し、
高校生以下無料
◆展示期間＝７/30㊊〜８/19
㊐

高校生バンド☆バトル　開催！★
　但馬周辺地域の高校生バンドの頂点を決める｢高校生バンド
☆バトル｣‼︎今年でついに15回目の開催。毎年、高校生たちの
若いエネルギーあふれるステージとなっています。社会人バン
ドによるエキストラステージもあり、熱く盛り上がること間違
いなし

８/11㊏㊗
13：00〜

豊岡市民プラザ演劇プロジェクト
内藤裕敬と関西の俳優たち×市民演劇『楽園』公演★
　関西演劇界の第一人者で南

みなみ
河
か わ ち

内万
ばん

歳
ざい

一
いち

座
ざ

・座長の内藤裕
ひろ

敬
のり

さ
ん作・演出の演劇公演。関西で活躍中の俳優たちとオーディシ
ョンで選ばれた市民が共演する熱い舞台

９/８㊏
19：00〜
９/９㊐
14：00〜

￥一般1500円／当日200円増し、
高校生以下無料（要整理券）

く
ら
し
の
情
報

21〜29

演劇、音楽、ダンス、美術など多様なプログラムを開催するアートのお祭り、豊岡アートシーズ
ン2018開催！ 会期：６月１日㊎～９月30日㊐
★のついている事業は、豊岡アートシーズン2018参加事業

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

豊
岡

6〜20



催
し

市
立
美
術
館
・
博
物
館

入
館
料
無
料
デ
ー

日
7
月
12
日
㊍
内
県
政
1
5
0
周

年
を
記
念
し
、入
館
料
無
料
デ
ー
を

開
催
◆
対
象
施
設
・
問
＝
市
立
歴

史
博
物
館「
但
馬
国
府
・
国
分
寺

館
」☎
42
－
6
1
1
1
▽
植
村
直

己
冒
険
館
☎
44
－
1
5
1
5
▽
市

立
美
術
館「
伊
藤
清
永
記
念
館
」☎

52
－
5
4
5
6
▽
日
本
・
モ
ン
ゴ

ル
民
族
博
物
館
☎
56
－
1
0
0
0

図
書
館
か
ら

①
て
づ
く
り　

ま
い
・
ぶ
っ
く

日
8
月
5
日
㊐
午
後
2
時
〜
4
時

所
城
崎
庁
舎
2
階
大
会
議
室
内
ミ

ニ
絵
本
の
製
作
対
❶
小
学
生
以
上

（
低
学
年
は
保
護
者
同
伴
）❷
一
般

定
❶
20
人
❷
10
人
申
7
月
30
日
㊊

ま
で
に
問
に
電
話

②
お
い
し
い
お
は
な
し　

わ
く
わ

く
・
ク
ッ
キ
ン
グ

日
8
月
24
日
㊎
午
前
10
時
〜
正
午

所
城
崎
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
内
読
み
聞
か
せ
▽
菓
子
作

り
▽
工
作
対
小
学
生
定
20
人
￥

3
0
0
円（
材
料
費
）申
8
月
1
日

㊌
〜
18
日
㊏
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
城

崎
☎
21
－
9
0
7
1
に
電
話【
①

②
共
通
事
項
】問
図
書
館
城
崎
分

館
☎
21
－
9
0
7
2

③
点
子
ち
ゃ
ん
の
点
字
教
室

日
8
月
2
日
㊍
、
9
日
㊍
午
前
10

時
〜
正
午（
全
2
回
）所
竹
野
庁
舎

2
階
第
2
研
修
室
内
点
字
で
打
っ

た
詩
の
冊
子
作
り
対
小
学
生
以
上

定
10
人
申
7
月
11
日
㊌
〜
30
日
㊊

に
問
に
電
話

④
夏
休
み
小
学
生
工
作
教
室

日
8
月
4
日
㊏
午
前
10
時
30
分
〜

正
午
所
竹
野
庁
舎
2
階
第
1
・
2

研
修
室
内
自
然
の
も
の
を
利
用
し

た
ミ
ニ
昆
虫
の
オ
ブ
ジ
ェ
作
り
対

小
学
生（
低
学
年
は
保
護
者
同
伴
）

定
20
人
申
7
月
11
日
㊌
〜
8
月
1

日
㊌
に
問
に
電
話【
③
④
共
通
事

項
】問
図
書
館
竹
野
分
館
☎
21
－

9
0
7
8

⑤
お
た
の
し
み
会「
わ
く
わ
く
ラ

ン
ド
」

日
7
月
20
日
㊎
午
後
1
時
30
分
〜

3
時
30
分
所
日
高
庁
舎
3
階
子
育

て
ホ
ー
ル
内
工
作（
コ
イ
ン
が
消
え

る
貯
金
箱
）、歌
、読
み
聞
か
せ
な
ど

対
主
に
小
学
生（
幼
稚
園
以
下
は

保
護
者
同
伴
）定
30
人
申
7
月
4

日
㊌
〜
19
日
㊍
に
問
に
電
話
問
図

書
館
日
高
分
館
☎
21
－
9
0
6
0

⑥
読
書
感
想
文
を
書
い
て
み
よ
う

日
7
月
23
日
㊊
、8
月
10
日
㊎
午
前

10
時
〜
正
午
所
出
石
庁
舎
1
階
第

2
会
議
室
内
読
書
感
想
文
の
書
き

方
ア
ド
バ
イ
ス
対
小
学
生
定
各
10

人
申
7
月
9
日
㊊
〜
19
日
㊍
に
問

に
電
話
問
図
書
館
出
石
分
館
☎
21

－
9
0
1
0

⑦
夏
休
み
子
ど
も
ル
ン
ル
ン
工
作

〈
第
1
弾
〉日
8
月
22
日
㊌
午
前
10

時
〜
内
か
ん
た
ん
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
対
小
学
1
、
2
年
生〈
第
2
弾
〉

日
8
月
23
日
㊍
午
前
10
時
〜
内
キ

ラ
キ
ラ
万
華
鏡
対
小
学
3
、
4
年

生〈
第
3
弾
〉日
8
月
24
日
㊎
午
前

10
時
〜
内
コ
ロ
コ
ロ
装
置
対
小
学

5
、
6
年
生【
共
通
事
項
】所
合
橋

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
定

10
人
申
開
催
日
の
2
日
前
ま
で
に

問
に
電
話
問
図
書
館
但
東
分
館
☎

21
－
9
0
3
6

コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館
か
ら

コ
ウ
ノ
ト
リ
自
然
観
察
会

日
7
月
8
日
㊐
午
後
1
時
〜
内
コ

ウ
ノ
ト
リ
と
ト
ン
ボ
を
観
察
￥
3 

0　
0
円
申
当
日
ま
で
に
問
に
電
話

田
ん
ぼ
の
学
校

日
7
月
15
日
㊐
午
前
9
時
30
分

〜
内
小
川
の
生
き
も
の
探
し
￥

1
0
0
円

植
物
観
察
会

日
7
月
22
日
㊐
午
後
1
時
〜
内
夏

の
植
物
を
観
察
￥
3
0
0
円
申
当

日
ま
で
に
問
に
電
話

里
山
の
昆
虫
採
集

日
7
月
28
日
㊏
午
前
9
時
30
分
～

内
夏
休
み
自
由
研
究
支
援
￥
1 

0　
0
円
申
当
日
ま
で
に
問
に
電
話

キ
ノ
コ
観
察
会

日
7
月
29
日
㊐
午
前
9
時
30
分
～

内
夏
の
キ
ノ
コ
を
観
察
￥
1
0
0

円
申
当
日
ま
で
に
問
に
電
話

ガ
イ
ド
ウ
ォ
ー
ク

日
毎
週
土
曜
午
後
1
時
30
分
〜
内

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園
内
60
分
ガ

イ
ド【
共
通
事
項
】所
問
コ
ウ
ノ
ト

リ
文
化
館
☎
23
－
7
7
5
0

市
立
美
術
館

「
伊
藤
清
永
記
念
館
」か
ら

TH
E 

出
石
焼
展
Ⅱ
－
魅
せ
ら
れ

る
古
の
超
技
－

日
7
月
28
日
㊏
〜
10
月
1
日
㊊
午

前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時（
入
館

は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）※
㊌
休

館
所
市
立
美
術
館「
伊
藤
清
永
記

念
館
」内
平
成
29
年
度
に
開
催
し

た「T
H
E

出
石
焼
展
」の
第
2
弾
。

地
元
で
大
切
に
保
存
さ
れ
て
い
る

現
代
ま
で
の
出
石
焼
を
約
30
点
展

示
￥
一
般
6
0
0
円
、
高
校
生
・

大
学
生
4
0
0
円
、
小
・
中
学
生

2
0
0
円（
65
歳
以
上
の
方
・
障

害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
半
額

▽
小
・
中
学
生
は
コ
コ
ロ
ン
カ
ー

ド
提
示
で
無
料
）
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講
演
会

日
8
月
5
日
㊐
、
25
日
㊏
午
後
1

時
〜
3
時
※
要
予
約
所
豊
岡
市
商

工
会
出
石
支
所
2
階
会
議
室
￥

1
0
0
円（
資
料
代
）

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

日
9
月
15
日
㊏
、
22
日
㊏
午
後
1

時
30
分
〜
2
時
30
分
所
市
立
美
術

館「
学
習
交
流
室
」

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

①
そ
ば
ち
ょ
こ
彫
り
体
験

日
8
月
4
日
㊏
午
後
2
時
〜
3
時

※
要
予
約
所
市
立
美
術
館「
学
習

交
流
室
」定
10
人
￥
2
千
円

②
ろ
く
ろ
回
し
体
験

日
8
月
26
日
㊐
午
前
10
時
〜
午
後

3
時
の
う
ち
の
好
き
な
時
間
所
市

立
美
術
館「
学
習
交
流
室
」

現
地
見
学
会

日
8
月
5
日
㊐
、25
日
㊏
午
前
9
時

〜
11
時
※
要
予
約
所
出
石
町
内

【
共
通
事
項
】問
市
立
美
術
館「
伊

藤
清
永
記
念
館
」☎
52
－
5
4
5
6

お
っ
と
ろ
っ
し
ゃ
！

と
よ
お
か
の
も
の
づ
く
り
Ⅴ

日
7
月
22
日
㊐
〜
23
日
㊊
所
豊
岡

稽
古
堂
内
①
も
の
づ
く
り
体
験
教

室（
22
日
の
み
）②
会
員
企
業
紹
介

展
示
③
ジ
オ
ラ
マ
展
示
＋
鉄
道
模

型
操
作
体
験
対
①
小
学
生
程
度
②

③
小
学
生
以
上
￥
①
一
部
負
担
あ

り
申
①
7
月
18
日
㊌
ま
で
に
問
に

連
絡
問
豊
岡
市
工
業
会
事
務
局

（
環
境
経
済
課
内
）☎
21
－
9
0
2

4
Ｆ
22
－
3
8
7
2
Ｍm

onozuk 
uri@

city.toyooka.lg.jp

出
石
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
か
ら

水
泳
記
録
会

日
7
月
8
日
㊐
午
前
9
時
〜
正
午

◆
種
目
＝
板
キ
ッ
ク（
25
ｍ
）、
ク

ロ
ー
ル
・
背
泳
ぎ
・
平
泳
ぎ
・
バ
タ

フ
ラ
イ（
各
25ｍ
と
50ｍ
）対
小
学
生

以
上
￥
1
人
2
5
0
円（
入
館
料
）

他
1
人
3
種
目
ま
で
申
申
込
用
紙

に
参
加
費
を
添
え
て
申
し
込
み

短
期
水
泳
教
室

日
1
期
：
7
月
24
日
㊋
〜
27
日
㊎

▽
2
期
：
7
月
31
日
㊋
〜
8
月
3

日
㊎
▽
3
期
：
8
月
7
日
㊋
〜
10

日
㊎
▽
4
期
：
8
月
21
日
㊋
〜
24

日
㊎
午
前
8
時
50
分
〜
9
時
50
分

対
満
4
歳
〜
小
・
中
学
生
定
各
期

幼
児
6
人
、
小
・
中
学
生
15
人
￥

1
期
間
4
5
0
0
円

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

日
7
月
12
日
㊍
午
後
1
時
〜
4
時

所
出
石
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

陸
上
競
技
場
対
成
人
￥
5
0
0
円

【
共
通
事
項
】問
出
石
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋

セ
ン
タ
ー
☎
52
－
5
5
1
1

平
成
30
年
兵
庫
県
功
労
者
表
彰

▽
山や

ま

﨑さ
き

俊と
し

幸ゆ
き（
城
南
町
）

兵
庫
県
知
事
表
彰

■
優
良
危
険
物
取
扱
者

▽
岡お

か

嶋じ
ま

美よ
し

行ゆ
き（
日
高
町
石
井
）

（
公
財
）兵
庫
県
危
険
物
安
全

協
会
代
表
理
事
表
彰

■
優
良
危
険
物
取
扱
者

▽
福ふ

く

井い

慎し
ん

太た

郎ろ
う（
下
陰
）

▽
角か

く

谷た
に

耕こ
う

志じ（
城
崎
町
来
日
）

■
優
良
事
業
所

▽
株
式
会
社
Ｍ
Ｅ
リ
ゾ
ー
ト
神
鍋

　

神
鍋
温
泉
ブ
ル
ー
リ
ッ
ジ
ホ
テ

　

ル（
日
高
町
栗
栖
野
）

▽�

但
馬
漁
業
協
同
組
合
竹
野
支
所

（
竹
野
町
竹
野
）

兵
庫
県
都
市
選
挙
管
理
委
員

会
連
合
会
表
彰

▽
畠は

た

中な
か

隆た
か

夫お（
泉
町
）

全
国
市
区
選
挙
管
理
委
員
会

連
合
会
表
彰

▽
畠
中
隆
夫

▽
正し

ょ
う

見み

英え
い

子こ（
泉
町
）

▽
浮う

き

田た

一か
ず

雄お（
元
町
）

消
防
長
感
謝
状

▽
嶋し

ま　

康こ
う

太た（
た
け
の
観
光
協
会
）

▽
服は

っ

部と
り

恵し
げ

山た
か（
た
け
の
観
光
協
会
）

▽
豊と

よ

谷た
に

聡さ
と

史し（
株
式
会
社
北
前
館
）

　

4
月
16
日
、
竹
野
町
竹
野
で
発

生
し
た
建
物
火
災
で
初
期
消
火
活

動
を
行
い
、
被
害
を
最
小
限
に
食

い
止
め
ま
し
た
。

２
０
１
８
年
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ

（
4
月
14
、
15
日
、
神
奈
川
県
）

■
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル　

70
㎏
級　

　

第
3
位

▽�
伊い

藤と
う

朱し
ゅ

里り（
中
央
大
学
1
年
、　

豊
岡
南
中
学
校
出
身
）

２
０
１
８
年

日
本
ベ
テ
ラ
ン
ズ
国
際
柔
道
大
会

（
5
月
26
、
27
日
、
松
山
市
）

■
Ｍ
11　

60
㎏
、
Ｍ
12　

66
㎏
統

　

合　

第
3
位

▽
岡お

か

田だ

庫く
ら

二じ

郎ろ
う（
中
央
町
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
敬
称
略
）
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情
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夏
休
み
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

日
8
月
12
日
㊐
午
後
1
時
45
分
〜

4
時
15
分
内
研
究
科
の
概
要
、
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
、
入
試
の
説
明
▽
施

設
や
フ
ィ
ー
ル
ド
の
見
学
▽
大
学

院
生
の
研
究
紹
介
展
示
▽
個
別
相

談
＆
在
学
生
と
の
交
流
な
ど
他
8

月
7
日
㊋
〜
12
日
㊐
に
個
別
面
談

を
随
時
実
施
。
希
望
日
と
話
を
聞

き
た
い
教
員
を
連
絡
所
申
問
豊
岡

ジ
オ
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
キ
ャ
ン
パ
ス

（
祥
雲
寺
）☎
34
－
6
0
7
9
Ｍ

rrm
@
ofc.u-hyogo.ac.jp

裁
判
傍
聴
会

日
①
7
月
25
日
㊌
午
後
0
時
15
分

〜
4
時
、
8
月
29
日
㊌
、
9
月
26

日
㊌
午
前
9
時
15
分
〜
午
後
1
時

②
8
月
1
日
㊌
午
後
0
時
15
分
〜

4
時
内
刑
事
事
件
の
裁
判
を
傍
聴

対
②
中
学
・
高
校
生
定
各
回
18
人

申
各
開
催
日
の
8
日
前
ま
で
に
希

望
日
、
氏
名
、
住
所
、
電
話
番

号
、
職
業
、
年
齢
を
問
に
電
話
所

問
兵
庫
県
弁
護
士
会（
神
戸
市
）☎

0
7
8
－
3
4
1
－
7
0
6
1

神
鍋
火
山
祭
り

日
7
月
15
日
㊐
午
前
10
時
〜
午
後

8
時
30
分
所
ア
ッ
プ
神
鍋
ス
キ
ー

場（
日
高
町
栗
栖
野
）内
よ
さ
こ
い

ス
テ
ー
ジ
▽
露
店
▽
打
上
花
火
問

神
鍋
火
山
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事

務
局
☎
45
－
0
8
0
0

日
高
夏
ま
つ
り

日
7
月
22
日
㊐
午
後
4
時
30
分
〜

所
Ｊ
Ｒ
江
原
駅
周
辺
内
パ
レ
ー
ド

▽
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
▽
夜
店
▽
ス
テ

ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
▽
花
火
大
会
他
町

内
に
花
火
玉
の
募
金
箱
を
設
置
中

▽
神
鍋
方
面
行
き
の
臨
時
バ
ス
あ

り
。
当
日
に
限
り
青
年
部
発
行
の

チ
ケ
ッ
ト
が
江
原
－
神
鍋
線
の
バ

ス
代
と
し
て
使
用
可
問
日
高
夏
ま

つ
り
実
行
委
員
会（
豊
岡
市
商
工

会
日
高
支
部
）☎
42
－
1
2
5
1

柳
ま
つ
り

日
8
月
1
日
㊌
、
2
日
㊍
内
1

日
：
柳
の
宮
例
大
祭
、
神み
こ
し輿
の
巡

業
、
稚
児
行
列
、
豊
岡
お
ど
り（
子

ど
も
・
大
人
）、
こ
う
の
と
り
音
頭
、

か
ば
ん
ノ
ミ
の
市
、
女
性
会
バ
ザ

ー
▽
2
日
：
花
火
大
会（
荒
天
の

場
合
3
日
㊎
）、
花
火
募
金
抽
選

会
、
第
30
回
豊
岡
商
工
会
議
所
青

年
部
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
他
7
月
31

日
㊋
ま
で
、
豊
岡
商
工
会
議
所
、

市
役
所
環
境
経
済
課
で
柳
ま
つ
り

花
火
募
金
を
受
付（
1
口
千
円
）問

柳
ま
つ
り
実
行
委
員
会（
豊
岡
商

工
会
議
所
内
）☎
22
－
4
4
5
6

杞
柳
製
品
展
示
即
売
会

日
8
月
1
日
㊌
午
前
9
時
〜
午
後

7
時
所
本
庁
舎
西
ピ
ロ
テ
ィ
内
豊

岡
の
伝
統
工
芸
で
あ
る
杞
柳
製
品

の
展
示
特
売
問
兵
庫
県
杞
柳
製
品

共
同
組
合
☎
23
－
3
8
2
1

豊
岡
ト
ワ
イ
ラ
イ
トJA

ZZ

日
8
月
2
日
㊍
午
後
6
時
15
分
〜

8
時
所
市
役
所
市
民
広
場
◆
出
演

者
＝
豊
岡
高
校
吹
奏
楽
部
、高
原
か

なw
ith

中
嶋
由
紀
ト
リ
オ
他
少
雨

決
行
▽
午
後
5
時
30
分
〜
8
時
30

分
車
両
交
通
規
制
問
豊
岡
駅
通
商

店
街
振
興
組
合
☎
23
－
2
3
6
7

気
比
の
浜
・
大
宝
さ
が
し
大
会

日
7
月
16
日
㊊
㊗
午
前
10
時
30
分

〜
11
時
30
分
※
雨
天
決
行
所
気
比

の
浜
海
水
浴
場
内
景
品
付
き
の
色

付
き
ア
サ
リ
を
含
む
約
1
5
0
㎏

の
ア
サ
リ
を
海
に
ま
く
￥
1
人

1
0
0
円（
幼
児
は
無
料
）他
港
ア

ウ
ト
ド
ア
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
8

（
午
前
10
時
〜
午
後
3
時
問
ミ
ナ

ト
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
実
行
委
員
会
☎

28
－
3
2
4
4
）同
時
開
催
。地
引

網
・
カ
ヌ
ー
体
験
、
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
、飲
食
出
店
、菓
子
・
ち
く

わ
ま
き
他
問
豊
岡
観
光
協
会
☎
22

－
8
1
1
1
※
当
日
は
、
気
比
の

浜
・
浜
事
務
所
☎
28
－
2
1
0
1

と
よ
お
か
・

こ
ど
も
ま
つ
り
パ
ー
ト
Ⅱ

日
7
月
8
日
㊐
午
前
11
時
〜
11

時
45
分
内
遊
び（
ひ
も
や
あ
や
と
り

を
使
っ
て
遊
ぶ
）▽
お
話「
の
ん
ち

ゃ
ん
と
森
の
春
ま
つ
り
」対
1
歳
以

上
の
幼
児
・
小
学
生
と
保
護
者
定

1
5
0
人
◆
出
演
＝
劇
団
風
の
子

関
西
他
各
子
育
て
セ
ン
タ
ー
に
あ

る
入
場
券（
大
人
5
0
0
円
、子
ど

も
2
0
0
円
）が
必
要
所
問
子
育
て

総
合
セ
ン
タ
ー
☎
24
－
4
6
0
4

豊
岡
短
大
公
開
講
座

ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

日
7
月
28
日
㊏
午
後
7
時
〜
所
豊

岡
短
期
大
学
和
花
季
会
館（
わ
が

と
き
ホ
ー
ル
：
戸
牧
）対
小
学
生

〜
高
校
生
、
障
害
者
定
20
人（
席

指
定
）◆
出
演
＝
ピ
ア
ノ
：
パ
ス

カ
ル
・
ド
ゥ
ヴ
ァ
イ
ヨ
ン
、
村
田

理
夏
子（
一
部
連
弾
）申
7
月
14
日

㊏
ま
で
に
問
に
電
話
問
豊
岡
短
期

大
学
☎
22
－
6
3
6
1

青
少
年
の
た
め
の
科
学
の
祭
典

日
7
月
28
日
㊏
〜
29
日
㊐
午
前
10

時
〜
午
後
4
時
30
分
内
青
少
年
が

自
然
科
学
や
科
学
技
術
の
楽
し
さ

を
体
験
で
き
る
実
験
や
科
学
工
作
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な
ど
所
問
但
馬
文
教
府
☎
22
－

4
4
0
7

文
教
府
夏
期
大
学

日
8
月
19
日
㊐
午
前
10
時
30
分
〜

所
市
民
会
館
内
歌
手
・
エ
ッ
セ
イ

ス
ト
・
教
育
学
博
士　

ア
グ
ネ

ス
・
チ
ャ
ン
さ
ん
、
日
本
野
鳥
の

会
会
長
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
フ
ァ
ン
ク

ラ
ブ
会
長　

柳
生
博
さ
ん
の
講
演

￥
2
千
円（
当
日
2
0
0
円
増
）他

但
馬
文
教
府
、
各
市
町
教
育
委
員

会
等
で
会
員
券
を
販
売
問
但
馬
文

教
府
☎
22
－
4
4
0
7

親
子
で
夏
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

日
7
月
9
日
㊊
午
前
9
時
45
分
〜

11
時
30
分
※
雨
天
中
止
所
気
比
の

浜
海
水
浴
場
内
み
ん
な
で
楽
し
く

磯
遊
び
対
2
〜
3
歳
の
親
子
定
10

組
申
6
月
28
日
㊍
〜
7
月
6
日
㊎

に
問
に
電
話
問
チ
ャ
イ
ル
ド
ハ
ウ

ス
保
育
園
☎
29
－
3
9
0
0

円
山
川
城
崎

ボ
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
7
月
21
日
㊏
午
前
9
時
〜
午
後

3
時
、
22
日
㊐
午
前
8
時
30
分
〜

午
後
1
時
所
城
崎
ボ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
内
①
リ
バ
ー
フ
ェ
ス
タ（
21

日
）：
カ
ヌ
ー
・
カ
ヤ
ッ
ク
体
験

②
城
崎
レ
ガ
ッ
タ（
22
日
）：
ナ
ッ

ク
ル（
競
技
用
ボ
ー
ト
）5
人
1

組
で
チ
ー
ム
を
編
成
し
て
直
線

3
0
0
ｍ
を
競
う
￥
②
1
チ
ー
ム

5
千
円
申
②
7
月
11
日
㊌
ま
で
に

問
に
電
話
問
円
山
川
城
崎
ボ
ー
ト

協
会
・
岡
本
さ
ん
☎
0
9
0
－

8
9
3
0
－
1
5
7
2

豊
岡
チ
ャ
ー
チ
ル
会
絵
画
展

日
7
月
13
日
㊎
〜
15
日
㊐
午
前
9

時
〜
午
後
5
時（
15
日
は
午
後
4

時
ま
で
）所
市
民
会
館
内
会
員
の

楽
し
む
心
と
個
性
を
感
じ
る
こ
と

の
で
き
る
絵
画
展
問
豊
岡
文
化
協

会
☎
24
－
5
1
1
0

た
じ
ま
荘ふ

れ
あ
い
ホ
ー
ル
開
放

日
毎
週
㊍
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

内
ま
る
こ
カ
フ
ェ
の
営
業
日
に
合

わ
せ
て
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
を
開
放

他
5
人
以
上
で
利
用
の
場
合
は
事

前
連
絡
が
必
要
所
問
た
じ
ま
荘

（
日
高
町
十
戸
）☎
44
－
1
7
3
0

募
集

ど
ん
ぐ
り
山
友
会
２
０
１
８

富
士
登
山
参
加
者

日
9
月
4
日
㊋
〜
7
日
㊎
3
泊
4

日（
車
中
1
泊
）◆
出
発
＝
9
月
4

日
㊋
午
後
9
時
日
高
庁
舎
発
内
登

山
の
専
門
家
の
サ
ポ
ー
ト
で
ゆ
っ

く
り
登
山
定
25
人
￥
4
万
8
千
円

申
7
月
7
日
㊏
か
ら
問
に
電
話
ま

た
は
来
館
他
8
月
上
旬
に
事
前
説

明
会
あ
り
問
ど
ん
ぐ
り
山
友
会

（
植
村
直
己
冒
険
館
内
）☎
44
－

1
5
1
5

但
馬
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
ア
ー
ト
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
出
場
文
化
部

日
11
月
4
日
㊐
ス
テ
ー
ジ
部
門
：

午
後
1
時
〜
、
展
示
部
門
：
午
前

11
時
〜
内
但
馬
の
高
校
文
化
部
の

ス
テ
ー
ジ
発
表
と
作
品
展
示
対
但

馬
地
域
の
高
校
文
化
部
申
9
月
10

日
㊊
ま
で
に
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
に

あ
る
所
定
の
用
紙
、
ま
た
は
同
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
必
要
事
項
を
記

載
し
て
問
に
提
出
他
応
募
校
多
数

の
場
合
は
選
考
所
問
豊
岡
市
民
プ

ラ
ザ
☎
24
－
3
0
0
0
Ｆ
24
－
3 

0
0
4

地
域
お
こ
し
協
力
隊

導
入
説
明
会
参
加
者

日
7
月
20
日
㊎
午
前
10
時
〜
所
本

庁
舎
6
階
会
議
室
6
－
1
、
6
－

2
対
平
成
31
年
度
に「
地
域
お
こ

し
協
力
隊
」の
導
入
を
考
え
て
い

る
団
体
、
地
域
申
7
月
13
日
㊎
ま

で
に
問
に
電
話
問
環
境
経
済
課
☎

21
－
9
0
9
6

７月は｢社会を明るくする運動｣
の強調月間
　犯罪や非行のない地域社会を築くため
の法務省による全国的な運動で、ポスタ
ー掲示等による広報啓発活動や作文コン
テストなどが行われます。
　市内では、７月１日から、豊岡保護区
保護司会、豊岡地区更生保護女性会によ
る啓発運動が行われます。
問社会福祉課☎24-7032

自衛官等募集
種目 対象 受付期間 試験日

一般曹
候補生 18歳以上27歳未満

の方

７月１日㊐〜
９月７日㊎

９月21日㊎〜
23日㊐㊗のう
ち１日

自衛官
候補生

女子 随時 受付時にお知
らせ男子

航空学生
海 高 卒（ 見 込 み 含

む）23歳未満の方 ７月１日㊐〜
９月７日㊎ ９月17日㊊㊗

空 高 卒（ 見 込 み 含
む）21歳未満の方

問自衛隊兵庫地方協力本部豊岡出張所☎22-3978
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情
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平
成
31
年
度

県
立
大
学
大
学
院
入
学
者

対
①
博
士
前
期
課
程（
Ａ
日
程
）：

大
学
卒
業
者（
見
込
み
可
）ま
た
は

同
等
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
社
会
人
経
験
者
や
留
学
生
②
博

士
後
期
課
程（
第
1
回
）：
修
士
課

程
を
修
了
も
し
く
は
同
等
の
学

力
の
あ
る
方
定
①
12
人（
Ｂ
・
Ｃ

日
程
を
含
む
）②
2
人（
第
2
回
を

含
む
）◆
出
願
資
格
認
定
＝
7
月

15
日
㊐
〜
29
日
㊐
申
8
月
1
日
㊌

〜
14
日
㊋
に
問
に
電
話
◆
試
験
日

時
＝
8
月
25
日
㊏
午
前
11
時
〜
◆

合
格
発
表
＝
8
月
29
日
㊌
午
前
10

時
◆
試
験
会
場
＝
豊
岡
ジ
オ
・
コ

ウ
ノ
ト
リ
キ
ャ
ン
パ
ス（
祥
雲
寺
）、

神
戸
商
科
キ
ャ
ン
パ
ス（
神
戸
市
）

問
豊
岡
ジ
オ
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
キ
ャ

ン
パ
ス
学
務
課
☎
34
－
6
0
7
9

豊
岡
市
婚
活
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
は
ー
と
ピ
ー
」参
加
者

第
64
回
出
会
い
交
流
イ
ベ
ン
ト

『
イ
タ
リ
ア
ン
で
恋
シ
タ
イ
ヤ
ン

part

2
』

日
7
月
22
日
㊐
午
前
11
時
30
分
〜

午
後
3
時
◆
集
合
＝
男
性
：
午
前

10
時
45
分
▽
女
性
：
午
前
11
時
15

分
所
ピ
ッ
ツ
ェ
リ
アsakai（
出
石

町
馬
場
）内
20
代
限
定
イ
ベ
ン
ト

対
20
〜
29
歳
の
独
身
男
女
※
男
性

は
本
市
在
住
ま
た
は
在
勤
定
男
女

各
12
人
￥
男
性
：
3
千
円
、
女

性
：
2
千
円
申
7
月
16
日
㊊
㊗
ま

で
に
参
加
イ
ベ
ン
ト
名
、
氏
名
、

携
帯
電
話
番
号
、
住
所
、
生
年
月

日
を
問
に
連
絡
問
豊
岡
市
社
会
福

祉
協
議
会
☎
23
－
2
5
7
3
Ｍ

heart-p@
toyooka-w

el.jp

の
じ
ぎ
く
文
芸
賞
作
品

対
県
内
在
住
、在
勤
、在
学
の
方
◆

募
集
作
品
＝
人
権
の
大
切
さ
や

思
い
や
り
、支
え
合
う
こ
と
の
素
晴

ら
し
さ
な
ど
、人
権
文
化
の
創
造
や

人
権
課
題
解
決
に
関
す
る
内
容
が

描
か
れ
た
未
発
表
・
未
投
稿
の
文

芸
作
品〔
小
説
、
随
想（
手
記
・
作

文
）、
詩
、
創
作
童
話
〕※
字
数
制

限
あ
り
申
9
月
10
日
㊊
ま
で
に
問

に
提
出
問
兵
庫
県
人
権
啓
発
協
会

☎
0
7
8
－
2
4
2
－
5
3
5
5

放
送
大
学
10
月
入
学
生

内
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
を
テ
レ
ビ

や
ラ
ジ
オ
で
学
ぶ
申
9
月
20
日
㊍

ま
で
に
問
に
連
絡
他
8
月
19
日
㊐
、

9
月
8
日
㊏
午
後
1
時
〜
4
時
に

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
市
民
活
動
室
Ａ

で
説
明
会
を
開
催
問
放
送
大
学
鳥

取
学
習
セ
ン
タ
ー
☎
0
8
5
7
－

37
－
2
3
5
1

保
育
士
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

参
加
者

日
7
月
下
旬
〜
9
月
※
日
数
は
要

相
談
所
チ
ャ
イ
ル
ド
ハ
ウ
ス
保
育

園
▽
テ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
保
育
園
▽
ス

マ
イ
リ
ー
ハ
ウ
ス
保
育
園
▽
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
キ
ッ
ズ
ガ
ー
デ
ン

内
職
業
体
験
・
職
員
と
の
懇
親
会

◆
処
遇
＝
研
修
費
・
交
通
費
支
給
、

昼
食
付
、
宿
泊
施
設
も
用
意
申
各

保
育
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込

み
問
豊
友
会
☎
22
－
0
7
5
5

神
戸
聖
隷
福
祉
事
業
団
職
員

◆
募
集
職
種
・
定
＝
①
保
育
士

ま
た
は
生
活
支
援
員
・
常
勤
3

人
、
午
後
勤
務
者
若
干
名
②
運
転

員（
業
務
委
託
契
約
）・
1
人
◆
勤

務
地
＝
北
但
広
域
療
育
セ
ン
タ
ー

（
戸
牧
ま
た
は
吉
井
）◆
選
考
方
法

＝
面
接
・
書
類
選
考
他
試
験
日
は

個
別
に
連
絡
申
問
北
但
広
域
療
育

セ
ン
タ
ー
☎
22
－
8
6
8
8

海
上
保
安
学
校
学
生

内
船
舶
運
行
シ
ス
テ
ム
課
程
▽
航

空
課
程
▽
情
報
シ
ス
テ
ム
課
程
▽

管
制
課
程
▽
海
洋
科
学
課
程
対
平

成
30
年
4
月
1
日
時
点
で
高
校
ま

た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た

日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
5
年
を

経
過
し
て
い
な
い
方
お
よ
び
31
年

3
月
ま
で
に
高
校
ま
た
は
中
等
教

育
学
校
卒
業
見
込
み
の
方
申
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト（
7
月
17
日
㊋
〜
26

日
㊍
）ま
た
は
、
郵
送
も
し
く
は

持
参（
7
月
17
日
㊋
〜
19
日
㊍
）◆

試
験
日
＝
9
月
23
日
㊐
㊗
問
香
住

海
上
保
安
署
☎
36
－
4
9
9
9

教
室
・
講
習

男
性
の
た
め
の
健
康
料
理
教
室

日
7
月
18
・
25
日
、
8
月
8
・

22
・
29
日
の
㊌
午
前
10
時
〜
午
後

0
時
30
分（
全
5
回
）所
ウ
ェ
ル
ス

ト
ー
ク
豊
岡
1
階
調
理
実
習
室
内

健
康
講
話
・
調
理
実
習
対
市
内
在

住
の
男
性
定
20
人
￥
1
5
0
0
円

（
5
回
分
）申
7
月
5
日
㊍
〜
13
日

㊎
に
問
に
電
話
問
健
康
増
進
課
☎

24
－
1
1
2
7

コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生
課
か
ら

特
別
授
業「
南
極
教
室
」

日
7
月
25
日
㊌
午
後
2
時
45
分
〜

所
本
庁
舎
2
階
大
会
議
室
内
南
極

昭
和
基
地
と
の
中
継
対
小
学
4
〜

6
年
生
の
親
子
他
詳
細
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

ハ
チ
ゴ
ロ
ウ
の
日「〝
タ
マ
ゴ
式
〟

鳥
絵
塾
」
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日
8
月
5
日
㊐
①
午
後
1
時
30
分

〜
②
午
後
2
時
30
分
〜
所
コ
ウ
ノ

ト
リ
文
化
館
内
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
絵

を
描
く
◆
講
師
＝
野
鳥
図
鑑
画

家
・
谷
口
高
司
さ
ん
対
①
小
学
生

②
大
人
〜
中
学
生
定
①
②
各
15
人

￥
千
円（
画
材
代
等
込
み
）申
問
に

電
話
他
特
製
缶
バ
ッ
ジ
プ
レ
ゼ
ン

ト【
共
通
事
項
】問
コ
ウ
ノ
ト
リ
共

生
課
☎
21
－
9
0
1
7

ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト
＆

ウ
ッ
ド
バ
ー
ニ
ン
グ
教
室

日
8
月
4
日
㊏
午
前
9
時
30
分
〜

午
後
1
時
※
雨
天
決
行
所
竹
野
南

森
林
公
園
内
電
熱
ペ
ン
を
使
っ
た

ク
ラ
フ
ト
作
り
な
ど
定
20
人
￥
大

人
5
0
0
円
、
5
歳
〜
小
学
生

2
0
0
円
、
4
歳
以
下
無
料
持
軍

手
、
タ
オ
ル
、
雨
具
他
小
学
生
以

下
は
保
護
者
同
伴
▽
昼
食
は
ス
タ

ッ
フ
と
一
緒
に
調
理（
材
料
は
用

意
し
ま
す
）申
7
月
20
日
㊎
ま
で

に
問
に
電
話
問
竹
野
振
興
局
地
域

振
興
課
☎
21
－
9
0
7
3

豊
岡
市
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

導
入
課
程

日
7
月
21
日
㊏
午
後
1
時
30
分
〜

3
時
内
手
話
が
全
く
初
め
て
の
方

向
け
の
内
容
申
7
月
20
日
㊎
ま
で

に
問
に
電
話

入
門
課
程

日
8
月
4
日
〜
10
月
27
日
の
間
の

㊏（
全
12
回
）午
後
1
時
〜
4
時
30

分
内
自
己
紹
介
の
方
法
や
日
常
生

活
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
使
え
る

手
話
を
学
ぶ
、
よ
り
実
践
的
な
内

容
￥
3
2
4
0
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

申
7
月
30
日
㊊
ま
で
に
問
に
電
話

【
共
通
事
項
】所
豊
岡
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー
第
2
会
議
室
対
市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
16
歳
以
上
の

方
で
、
手
話
に
興
味
の
あ
る
方
問

社
会
福
祉
課
☎
24
－
7
0
3
3

自
衛
隊
採
用
試
験
説
明
会

日
7
月
21
日
㊏
午
後
1
時
30
分
〜

3
時
30
分
所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
内

採
用
種
目
の
説
明
、仕
事
内
容
、給

与
・各
種
手
当
の
処
遇
等
対
18
歳
以

上
27
歳
未
満
の
方
※
保
護
者
の
参

加
可
問
自
衛
隊
兵
庫
地
方
協
力
本

部
豊
岡
出
張
所
☎
22
－
3
9
7
8

赤
十
字
救
急
法
講
座

日
9
月
1
日
㊏
午
後
1
時
〜
5
時

30
分
、2
日
㊐
・
9
日
㊐
午
前
9

時
30
分
〜
午
後
5
時
30
分
※
3
日

間
の
参
加
が
必
要
所
立
野
庁
舎
多

目
的
ホ
ー
ル
内
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方

を
含
む
心
肺
蘇
生
法
、止
血
や
骨

折
の
固
定
な
ど（
実
技
中
心
）対
15

歳
以
上
の
方
￥
3
2
0
0
円
申
7

月
31
日
㊋
ま
で
に
所
定
の
用
紙

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）を
問

に
提
出
問
日
本
赤
十
字
社
兵
庫

県
支
部
☎
0
7
8
－
2
4
1
－

1
4
9
9
ま
た
は
社
会
福
祉
課
☎

24
－
7
0
3
2

大
人
の
た
め
の

韓
国
語
・
英
会
話
入
門
講
座

日
7
月
25
日
〜
毎
週
㊌
全
8
回
①

英
会
話
：
午
後
7
時
30
分
〜
8
時

30
分
②
韓
国
語
：
午
後
6
時
〜
7

時
所
市
民
会
館
内
①
文
法
を
中
心

に
基
礎
会
話
・
旅
行
会
話
を
学
ぶ

②
ハ
ン
グ
ル
の
読
み
書
き
、
あ
い

さ
つ
、
基
礎
会
話
を
学
ぶ
定
各
15

人
￥
5
千
円（
8
回
分
、
別
途
テ

キ
ス
ト
代
2
千
円
）申
問
国
際
交

流
協
会
・
前
田
さ
ん
☎
0
9
0
－

6
4
8
9
－
2
8
0
3

「
や
さ
し
い
日
本
語（
防
災
）」

セ
ミ
ナ
ー

日
7
月
30
日
㊊
午
後
1
時
30
分
〜

4
時
30
分
所
本
庁
舎
2
階
大
会
議

室
内
外
国
人
に
も
分
か
り
や
す
い

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
一

つ
を
学
ぶ
対
日
本
語
支
援
者
、
教

職
員
、
行
政
職
員
、
地
域
住
民
、

区
長
、
民
生
委
員
他
問
に
ほ
ん
ご

豊
岡
あ
い
う
え
お（
昭
和
町
）☎
Ｆ

20
－
4
0
3
7相

談

こ
こ
ろ
の
相
談
室

日
7
月
20
日
㊎
午
後
1
時
〜
4
時

30
分
※
1
人
1
時
間
程
度
所
立
野

庁
舎
内
こ
こ
ろ
の
悩
み
を
市
の
臨

床
心
理
士
や
保
健
師
に
相
談
対
本

人
や
家
族
な
ど
他
要
申
込
み
。
個

人
の
秘
密
は
厳
守
申
問
健
康
増
進

課
☎
24
－
1
1
2
7

母
子
・
父
子
家
庭
等
特
別
相
談

日
7
月
20
日
㊎
時
間
は
申
込
者
に

後
日
連
絡
所
朝
来
市
役
所
相
談
室

（
和
田
山
町
）内
離
婚
に
関
す
る
こ

と
▽
子
ど
も
の
親
権
、
養
育
費
▽

別
れ
た
配
偶
者
の
残
し
た
借
金
▽

遺
産
相
続
、
財
産
分
与
等
の
相
談

申
7
月
9
日
㊊
ま
で
に
問
に
電
話

問
社
会
福
祉
課
☎
24
－
7
0
3
1

弁
護
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

日
7
月
27
日
㊎
午
後
1
時
30
分
〜

4
時
30
分
※
1
人
30
分
程
度
所
豊

岡
稽
古
堂
1
階
交
流
室
1
－
2
内

消
費
者
問
題
、
多
重
債
務
な
ど
の

相
談
定
6
人
申
7
月
5
日
㊍
〜
20

日
㊎
に
問
に
電
話
問
豊
岡
市
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
☎
21
－
9
0
0
1

夏の交通事故防止運動
日７月15日㊐〜７月24日㊋
　夏の時期は、レジャー等により交通量が増加するこ
とに加え、暑さによるストレスや疲労等により交通事
故の多発が懸念されます。「事故を起こさない」「事故
に遭わない」ために、交通ルールの遵守と正しい交通
マナーの実践を心がけましょう。
◆�運動の重点項目＝子供と高齢者の交通安全▽飲酒運
転等の悪質・危険な運転の根絶▽自転車の交通安全
▽後部座席を含めた全ての座席のシートベルトとチ
ャイルドシートの正しい着用の徹底

全ての座席でシートベルトを
着用しましょう！

　後部座席でシートベルトを着用せずに交通事故に遭
った場合、車外放出による自分自身の大きな被害の他、
前席同乗者への加害などの危険性があります。
　後部座席でのシートベルトの着用は、自分自身だけ
ではなく、同乗者も守ります。車に乗ったら全ての座席
でシートベルトを着用しましょう。
問生活環境課☎21-9122
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ひ
き
こ
も
り
相
談

日
7
月
11
日
㊌
午
後
1
時
30
分
〜

4
時
30
分
※
1
人
50
分
程
度
所
立

野
庁
舎
内
ひ
き
こ
も
り
に
関
す
る

相
談
※
要
申
込
み
。
個
人
の
秘
密

は
厳
守
◆
相
談
員
＝
心
理
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
・
山
本
正
美
さ
ん
対
ひ
き

こ
も
り
本
人
や
そ
の
家
族
な
ど
申

問
健
康
増
進
課
☎
22
－
7
7
0
0

（
も
し
も
し
電
話
健
康
相
談
）

土
地
家
屋
調
査
士
に
よ
る

無
料
相
談
会

日
7
月
21
日
㊏
午
後
1
時
30
分
〜

4
時
所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
市
民
活

動
室
Ｂ
内
土
地
建
物
登
記
、
土
地

境
界
の
相
談
申
前
日
の
午
後
5
時

ま
で
に
問
に
電
話
問
兵
庫
県
土
地

家
屋
調
査
士
会
但
馬
支
部
☎
52
－

6
9
0
1

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

日
7
月
21
日
㊏
午
後
1
時
30
分
〜

4
時（
午
後
3
時
30
分
受
付
終
了
）

所
じ
ば
さ
んT

A
JIM

A

（
大
磯

町
）内
遺
言
・
相
続
の
相
談
申
問

兵
庫
県
行
政
書
士
会
但
馬
支
部
☎

0
7
9
－
6
6
2
－
6
5
6
9
Ｆ

0
7
9
－
6
6
2
－
8
5
0
3

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

日
7
月
21
日
㊏
午
後
1
時
〜
4
時

※
予
約
制（
2
日
前
の
午
後
5
時

ま
で
）所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
市
民

活
動
室
Ａ
内
相
続
・
登
記
・
多
重

債
務
・
消
費
者
問
題
・
成
年
後
見

な
ど
の
相
談
申
問
兵
庫
県
司
法
書

士
会
但
馬
支
部
☎
23
－
8
0
1
1

そ
の
他

夏
季
休
業
中
の
学
校
閉
庁
日

　

教
職
員
の
休
暇
取
得
を
促
進
し
、

心
身
の
健
康
の
保
持
増
進
を
図
る

と
と
も
に
、
夏
季
の
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
対
策
と
し
て
、
市
立
小
・
中
学

校
お
よ
び
小
学
校
に
併
設
す
る
幼

稚
園
で
、
学
校
閉
庁
日（
教
職
員

が
一
斉
に
夏
季
休
暇
等
を
取
得
し

て
学
校
に
勤
務
し
な
い
日
）を
実

施
し
ま
す
。
◆
学
校
閉
庁
日
＝
8

月
13
日
㊊
～
15
日
㊌
※
グ
ラ
ウ
ン

ド
等
の
施
設
は
使
用
可
問
こ
ど
も

教
育
課
☎
23
－
1
4
5
2

福
祉
タ
ク
シ
ー
事
業
者
の
追
加

内
重
度
の
障
害
の
あ
る
方
を
対

象
に
し
た「
障
害
者
福
祉
タ
ク
シ

ー
」に
、
次
の
事
業
者
を
追
加
し

ま
し
た
◆
追
加
事
業
者
＝
介
護
タ

ク
シ
ー
ひ
ま
わ
り（
津
居
山
）☎
20

－
8
7
0
3
ま
た
は
☎
0
8
0
－

6
1
7
7
－
8
2
4
8
他
24
時
間

営
業
、
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
利
用
可

問
社
会
福
祉
課
☎
24
－
7
0
3
3

ま
た
は
各
振
興
局
市
民
福
祉
課

平
成
29
年
度
医
療
受
給
者
証
の

更
新
申
請
手
続
き

指
定
難
病
受
給
者
証

対
9
月
30
日
ま
で
有
効
の
特
定
医

療
費（
指
定
難
病
）受
給
者
証
所
持

者
で
、
10
月
1
日
以
降
も
引
き
続

き
受
給
者
証
の
交
付
を
希
望
す
る

方
申
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
提
出
あ

り
：
7
月
27
日
㊎
、
提
出
な
し
：

8
月
10
日
㊎
ま
で
に
必
要
書
類
を

問
に
提
出

小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
受
給
者
証

対
9
月
30
日
ま
で
有
効
の
小
児
慢

性
特
定
疾
病
医
療
受
給
者
証
所
持

者
で
、
10
月
1
日
以
降
も
引
き
続

き
受
給
者
証
の
交
付
を
希
望
す
る

満
20
歳
未
満
の
方
※
一
定
の
医
学

的
基
準
を
満
た
す
必
要
あ
り
。
詳

し
く
は
主
治
医
に
相
談
申
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
の
提
出
あ
り
：
8
月
10
日

㊎
、
提
出
な
し
：
8
月
24
日
㊎
ま

で
に
必
要
書
類
を
問
に
提
出【
共

通
事
項
】他
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
情

報
連
携
が
開
始
さ
れ
、
必
要
な
方

全
員
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
等
を
提
出

す
る
と
、
申
請
に
必
要
な
添
付
書

類
の
一
部
を
省
略
可
▽
更
新
手
続

き
の
案
内
が
届
か
な
い
場
合
は
必

ず
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
問
豊
岡
健

康
福
祉
事
務
所
☎
26
－
3
6
6
2

日
曜
納
税
相
談
・
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
公
売

日
曜
納
税
相
談

日
7
月
8
日
㊐
午
前
10
時
〜
午
後

3
時
所
本
庁
舎
1
階（
税
務
課
収

税
係
）他
納
付
も
可

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

対
20
歳
以
上
の
方
で
あ
れ
ば
原
則

誰
で
も
※
入
札
保
証
金
の
納
付
が

必
要（
公
売
保
証
金
不
用
物
件
を

除
く
）◆
公
売
方
法
＝
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
の
競
り
売
り
◆
参
加
申

込
期
間
＝
7
月
5
日
㊍
午
後
1
時

〜
23
日
㊊
午
後
11
時
◆
競
り
売
り

期
間
＝
7
月
30
日
㊊
午
後
1
時
〜

8
月
1
日
㊌
午
後
11
時
◆
代
金
納

付
期
限
＝
8
月
9
日
㊍
午
後
3
時

◆
公
売
物
件
＝
絵
画
な
ど
10
点

（
予
定
）申
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら

参
加（
7
月
5
日
㊍
公
開
予
定
）

下
見
会

　

落
札
し
た
物
件
は
返
品
で
き
ま

せ
ん
。
事
前
に
よ
く
見
て
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

日
7
月
8
日
㊐
午
前
10
時
〜
午
後

3
時
所
本
庁
舎
1
階
他
大
型
物
件

７〜９月は税収確保重点期間です
　市では、税の公平性と自主財源の確保を図るため、７〜９月を｢税収
確保重点期間｣と定め、市税の滞納があり、納付・納税の相談もない方
に対し、差し押さえなどの滞納処分を強化します。
　市税の納付が困難な場合、滞納を放置せず、まず、相談してください。
　また、納税は便利な口座振替も利用できます。
《過去５年の滞納処分（差押）件数》� （単位：件）
年度 25 26 27 28 29 計
件数 719 880 534 583 601 3317

問税務課☎23-1118

当たってにっこり
地元もほっこり
　サマージャンボ宝くじの売上金の約４
割は、県内市町の住み良いまちづくりに
活用されています。売上金は、各都道府
県の販売実績等に応じて交付されますの
で、ぜひ、県内の宝くじ売り場でお買い
求めください。
７月９日㊊から８月３日㊎まで発売
問兵庫県市町村振興協会☎078-322-1151
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 7月の納税
・固定資産税　第２期
・国民健康保険税（普通徴収）　第１期
　納期限　７月31日（火）
　納税は便利な口座振替を利用し
てください。
問税務課収税係☎23-1118または各
振興局市民福祉課

７月のテーマ
曜日 内　　容
月 60歳を過ぎてからの女性器出血

火 よく噛むことと認知症予防

水 女性に多い膠
こう
原病

木 水泳と耳鼻科の病気

金〜日 薬物乱用・薬物依存症

は
下
見
会
に
展
示
し
ま
せ
ん
。
下

見
を
希
望
す
る
方
は
、
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い【
共
通
事
項
】他
次

の
サ
イ
ト
で
売
却
情
報
を
提
供
▽

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▽
ヤ
フ
ー
㈱
官

公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
問
税
務
課
☎

23
－
1
1
1
8

不
要
な
公
有
財
産
売
却

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
入
札

対
20
歳
以
上
の
方
で
あ
れ
ば
原
則

誰
で
も
※
入
札
保
証
金
の
納
付
が

必
要
◆
売
却
物
件
＝
雑
貨
な
ど

（
予
定
）◆
参
加
申
込
期
間
＝
7
月

17
日
㊋
午
後
1
時
〜
8
月
2
日
㊍

午
後
2
時
◆
入
札
期
間
＝
8
月
16

日
㊍
午
後
1
時
〜
23
日
㊍
午
後
1

時
◆
契
約
期
限
＝
9
月
3
日
㊊
午

後
5
時
◆
納
付
期
限
＝
9
月
6
日

㊍
午
後
3
時
申
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

か
ら
参
加（
7
月
17
日
㊋
午
後
1

時
公
開
予
定
）

下
見
会

　

落
札
し
た
物
件
は
返
品
で
き
ま

せ
ん
。
事
前
に
よ
く
見
て
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。
※
要
予
約（
問
に

電
話
）【
共
通
事
項
】他
次
の
サ
イ

ト
で
売
却
情
報
を
提
供
▽
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
▽
ヤ
フ
ー
㈱
官
公
庁
オ

ー
ク
シ
ョ
ン
問
財
政
課
☎
21
－

9
0
1
4

豊
岡
市
新
生
児
聴
覚
検
査
費

助
成
事
業

内
6
月
1
日
か
ら
、
新
生
児
聴
覚

検
査
費
の
助
成
制
度
が
始
ま
り
ま

し
た
対
豊
岡
市
民
で
、
6
月
1
日

以
降
に
新
生
児
聴
覚
検
査
を
受
け

た
児
の
保
護
者
◆
助
成
額
＝
上
限

5
4
0
0
円
他
こ
の
検
査
は
、
生

後
間
も
な
い
時
期
に
、
出
産
し
た

病
院
で
し
ま
す
。
助
成
は
必
要
に

応
じ
て
生
後
3
カ
月
ま
で
可
問
健

康
増
進
課
☎
24
－
1
1
2
7

テ
ロ
の
未
然
防
止
に
ご
協
力
を

　

テ
ロ
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め

に
は
、民
間
事
業
者
や
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
の
情
報
提
供
が
必
要
不
可

欠
で
す
。例
え
ば
公
共
機
関
な
ど
テ

ロ
に
狙
わ
れ
る
恐
れ
の
あ
る
施
設

や
そ
の
付
近
で
、少
し
で
も「
お
か

し
い
な
」「
不
審
だ
な
」と
感
じ
た
と

き
は
、警
察
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

問
豊
岡
南
警
察
署
☎
24
－
0
1
1 

0
▽
豊
岡
北
警
察
署
☎
32
－

0
1
1
0

エ
イ
ズ
を
知
ろ
う
！

検
査
を
し
よ
う
！
保
健
所
で

日
毎
月
第
2
・
4
㊋
午
前
9
時
15

分
〜
11
時
15
分
※
1
日
5
人
ま
で

申
問
に
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
他
検

査
は
無
料・匿
名
で
受
け
ら
れ
ま
す

問
豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所
☎
26
－

3
6
6
0
Ｍtoyookahokensho-

aids@
pref.hyogo.lg.jp

舞
鶴
海
上
保
安
部
か
ら
の
お
願
い

　

マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ズ
ン
に

入
り
、
海
で
遊
ぶ
機
会
が
増
え
て

き
ま
す
。
海
で
遊
ぶ
こ
と
は
楽
し

い
も
の
で
す
が
、
事
故
が
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。

　
「
疲
れ
て
い
る
と
き
」や「
飲
酒

し
た
と
き
」の
遊
泳
は
事
故
に
直

結
し
ま
す
。
危
険
で
す
の
で
、
絶

対
に
行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
で

遊
ぶ
方
は「
出
港
前
に
エ
ン
ジ
ン
・

燃
料
等
の
点
検
」「
常
時
見
張
り

の
徹
底
」「
事
故
に
備
え
救
助
支

援
者
の
確
保
」を
確
実
に
行
う
と

と
も
に「
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を

着
用
」し
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
し
て
事
故
が
発
生
し
た
と
き

や
事
故
を
発
見
し
た
と
き
は
、
迷

わ
ず
・
素
早
く「
1
1
8
番
」へ

問
舞
鶴
海
上
保
安
部
☎
0
7
7
3

－
76
－
4
1
2
0

公
立
豊
岡
病
院
地
域
連
携

小
児
休
日
救
急
診
療
日
程

所
公
立
豊
岡
病
院
他
1
歳
以
上
の

小
児
で
、
緊
急
性
の
な
い
自
己
都

合
な
ど
と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、

時
間
外
診
察
料
金
3
2
4
0
円
の

負
担
あ
り
問
公
立
豊
岡
病
院
救
急

受
付
☎
22
－
6
1
1
1

健
康
情
報
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

☎
0
1
2
0
－
9
7
9
－
4
5
1

（
通
話
料
無
料
）

問
兵
庫
県
保
険
医
協
会
☎
0
7
8

－
3
9
3
－
1
8
4
0

月日 担当医師・
住所

７
月

１日 太
おお

田
た

秀
ひで

明
あき

（但東町久畑）

29日 赤
あか

松
まつ

　亮
りょう

（九日市下町）

※診療時間は、午前９時〜午
後５時

秋の全国ホールツアー
開催決定！

日11月25日㊐午後４時開場
所市民会館文化ホール
￥全席指定5,940円（４歳以上
チケット必要、３歳以下膝上可
※席が必要な場合はチケット
必要）
◆チケット発売日＝友の会：
７月７日㊏午前９時〜、一般：
８月18日㊏午前９時〜
他一時保育あり（11月16日㊎
までに申込み）
問市民会館☎23-0255

きゃりーぱみゅぱみゅ
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� 健康増進課　☎24-1127

1才のすくすく広場　所豊岡市保健センター
地域 日 曜日 受付時間 対　象 内容等

全域 23 木 13：00～13：15 平成29年７月生

持母子手帳、歯ブラシ、質問票
内 幼児食の話、試食、歯みがきの
話、栄養相談（希望者）、歯科相談
（希望者）※計測は実施しません。

※会場が記載されていない保健行事は、下記の各地域のセンターで開催します。なお、
別の会場で受診を希望する場合は､ 事前に健康増進課まで連絡してください。

教室等� 地域 豊  岡 城  崎 竹  野 日  高 出  石 但  東

乳幼児
健　康
診　査

４か月児健康診査
７か月児健康診査
１歳６か月児健康診査
３歳児健康診査

豊岡市保健センター
（立野町12-12）

日高健康福祉
センター

（日高町
� 祢布891-2）

出石健康福祉
センター

（出石町福住
� 1302）

保健師
定期駐在日
ご案内

（時間8：30〜17：15）

城崎振興局 毎週
火曜日竹野振興局

日高振興局
毎週
木曜日出石振興局

但東振興局

保健師による健康相
談を行います。
乳幼児から高齢者まで
誰でも、気軽に相談
してください。
※相談は、事前に健
康増進課に連絡し
てください。

健診結果相談会
日 曜日 時間 会　場
20 月 10：00～11：30 立野庁舎　１階　多目的ホール

相　　談
名　　称 曜　日 相談時間 電　　話

もしもし電話健康相談 平日 ９：00～17：00 22-7700
但馬地域 小児救急医療電話相談 毎日 19：00～22：00 22-9

きゅうきゅうはは

988
兵庫県 小児救急医療電話相談
※４月から相談時間が変更になりました。

平日・土 18：00～翌日８：00 ・プッシュ回線、携帯　♯
シャープハッセン

8000
・ダイヤル回線、IP電話��078-304-8

ははきゅうきゅう

899日・祝日 ８：00～翌日８：00

会　場 開催日 時間
ウェルストーク
豊岡 ５日（日）10：00～20：00（受付：19：00まで）１時間程度
内ボディースキャン、体力測定、個別運動指導
対20歳以上の市民　￥無料
申ウェルストーク豊岡�☎24-0582�※要予約

個別運動相談

　　休日急病診療所 （立野町12-12）

診　療　日 受付時間 診療科目 電　話
５日（日）、11日（土･
祝）、12日（日）、19日
（日）、26日（日）

①９：00～11：30
②13：00～16：30

内科・小児科 23-9219

献　　血
地域 日 曜日 受付時間 会　場

豊岡
１ 水 ９：30～11：30 中筋地区コミュニティセンター

13：30～15：30 立野庁舎

21 火 ９：00～11：30 本庁舎12：45～15：30

日高
22 水 ９：30～11：30 八代地区コミュニティセンター

13：30～15：30 国府地区コミュニティセンター

31 金 10：00～11：45 三方地区コミュニティセンター13：00～15：30

但東 19 日 ８：30～12：00 但東中学校13：00～15：00
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8月の保健行事
母と子の健康

4か月児健康診査� ※対象となる生年月日を
　確認してください。　　

地域 日 曜日 受付時間 対　　象 内容等

豊岡
城崎
竹野

３
金

13：00～14：00 平成30年３月21日～４月３日生
持母子手帳、バスタオル、健康診査アン
ケート
内身体計測、内科診察、育児相談、離乳
食相談

24
13：00～13：30 平成30年４月４～15日生
14：00～14：30 平成30年４月16～24日生

日高 １ 水 13：00～13：30 平成30年３月５日～４月１日生
出石
但東 21 火 13：00～13：15 平成30年３月18日～４月21日生

7か月児健康診査
地域 日 曜日 受付時間 対　　象 内容等
豊岡
城崎
竹野

20 月 13：00～14：00 平成29年12月24日� ～平成30年１月12日生 持母子手帳、バスタオル、ハンカチ、健
康診査アンケート
内身体計測、内科診察、育児相談、離乳
食の試食･相談、歯科相談、ブックスター
ト（絵本の読み聞かせ）

日高 １ 水 13：15～13：45 平成29年12月５日� ～平成30年１月１日生
出石
但東 21 火 13：15～13：30 平成29年12月18日� ～平成30年１月21日生

3歳児健康診査
地域 日 曜日 受付時間 対　　象 内容等
豊岡
城崎
竹野

21 火 13：00～13：40 平成27年５月13日～６月１日生
持母子手帳、バスタオル、視聴覚アンケー
ト、尿、健康診査アンケート
内身体計測、内科診察、歯科診察、尿検
査、育児相談、歯科相談、幼児食試食･
栄養相談など日高 22 水 13：00～13：30 平成27年５･６月生

プレママ相談　所豊岡市保健センター
地域 日 曜日 受付時間 対　象 内容等

全域

３

金 ９：00～11：00 妊娠届を提出する方

持妊娠届出書、印鑑、妊婦健診領収書、振込先口座の
分かるもの、次の①②のいずれか①個人番号カード②
個人番号通知カードと妊婦の本人確認ができるもの（運
転免許証、パスポートなど）
内母子手帳交付、保健師･栄養士･歯科衛生士の相談、
妊婦健診･妊婦歯科健診助成の手続きなど

24

※日程に都合のつかない方は、健康増進課に問い合わせてください。

1歳6か月児健康診査� ※対象となる生年月日を
　確認してください。　

地域 日 曜日 受付時間 対　　象 内容等
豊岡
城崎
竹野

７
火 13：00～14：00

平成29年１月１～20日生 持母子手帳、歯ブラシ、コップ、バスタ
オル、健康診査アンケート
内身体計測、内科診察、歯科診察、育児
相談、歯科相談、フッ素塗布（希望者500
円）など

28 平成29年１月21日～２月10日生
出石
但東 １ 水 13：00～13：30 平成28年12月･29年１月生
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7月の行事予定7月の行事予定 乳 0 ～ 2 歳　幼 3～ 6歳　小小学生
中中学生　　高高校生　　般一般

日 曜日 時間 場所 行事名
１ 日
２ 月
３ 火 休館日

４ 水
10：00 出石 えほんのとびら（出石子育てセンター）　乳 幼
10：30 本館 いっしょにおはなし会　幼
10：30 竹野 にじっこ絵本（竹野子育てセンター）　乳 幼
11：00 本館 おはなしのゆりかご　乳

５ 木 11：00 城崎 ほっぺとえほん　乳 幼
６ 金

７ 土 11：00 竹野
テーマであそぼin海町マーケット｢天の川を
さがしにいこう｣（工作：七夕かざり）（但馬
漁業協同組合竹野支所）　幼 小

８ 日 10：00 出石 リサイクルブック･フェアinいずし　般
９ 月
10 火 休館日
11 水 10：30 本館 いっしょにおはなし会　幼

12 木 10：30 出石 おはなしを楽しむ会　般
10：30 但東 えほんはともだち（但東子育てセンター）　乳 幼

13 金

14 土
11：00 本館 土曜としょかん（工作：とべ！紙とんぼ）　幼 小
10：30 城崎 おはなしランド（工作：スイカぱくぱく）　幼 小
10：30 日高 絵本からのおくりもの　幼 小

15 日
16 月 休館日
17 火 休館日
18 水 ９：30 豊岡 おはなしのゆりかご（市民プラザほっとステージ）　乳

19 木 10：30 城崎 えほんといっしょ（城崎子育てセンター）　乳 幼
10：30 日高 絵本の読み聞かせの会（日高子育てセンター）　乳 幼

20 金
10：30 本館 としょかん映画会｢島だって夢を見る｣（2008年･84分）　般

13：30 日高 おたのしみ会｢わくわくランド｣（日高子育てセンターホール）　幼 小

21 土 13：30 本館 としょかん映画会｢島だって夢を見る｣（2008年･84分）　般
14：30 本館 おはなし会　幼 小

22 日 14：00 出石 出石としょかん･くらぶ　幼 小
23 月 10：00 出石 読書感想文を書いてみよう　小
24 火 休館日
25 水 10：30 本館 いっしょにおはなし会　幼

10：30 城崎 読み聞かせ研修会（絵本の森）　般
26 木 13：30 本館 夏休みの思い出BOOK（第１回）　小
27 金 10：10 本館 夏休み子ども点字絵日記教室（第１回）　小

28 土
10：10 本館 読み聞かせ勉強会　般
10：30 日高 絵本からのおくりもの　幼 小
14：30 本館 おはなし会　幼 小

29 日
30 月 休館日（図書整理日）
31 火 休館日

図書館へ

 行こう!

本館 ☎23-6151（京町５-28）
城崎 ☎21-9072（城崎庁舎２階）
竹野 ☎21-9078（竹野庁舎３階）

日高 ☎21-9060（日高庁舎１階）
出石 ☎21-9010（出石庁舎１階）
但東 ☎21-9036（但東市民センター１階）

■開館時間　午前10時〜午後６時　※本館（金・土）午前10時〜午後７時
■図書館の資料はホームページから検索・予約できます。
　http：//lib.city.toyooka.lg.jp/　　メール　toyolib@city.toyooka.lg.jp

　自分で本を作ってみませんか。
完成したら、夏休みの出来事を
つづってみましょう。

日７月26日㊍、８月９日㊍・23
日㊍午後１時30分〜（全３回）

所本館２階視聴覚･講演室
対小学１〜３年生
　※全ての回に参加できる方
定20人
申７月１日㊐〜（先着順。定員に
なり次第締切り）

問本館☎23-6151

　触って読む文字“点字”で絵日記
を書いてみませんか。

日７月27日㊎、８月３日㊎・10
日㊎・17日㊎午前10時10分〜
（全４回）
所本館２階視聴覚・講演室
対小学４〜６年生
　※全ての回に参加できる方
定10人
申７月１日㊐〜（先着順。定員に
なり次第締切り）

◇各分館でも、夏休み期間中に
さまざまな教室や楽しい催し
を開催します。どれも、夏休
みの思い出や作品として残る
ものばかりです。
　ぜひ、参加してください。
　詳しくは、22ページをご覧くだ
さい。

夏休みの思い出BOOK

夏休み子ども点字絵日記教室

おわびと訂正
６月号30ページ「図書館へ行こ
う！」中、「本館談話スペースの整
備工事」の期間を「７日12日㊍」と
していましたが、正しくは、「７
月12日㊍」でした。おわびし訂正
します。
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図書館・つどいの広場



ベ
ビ
ー
ダ
ン
ス
、
お
母
さ
ん
の

ス
ト
レ
ッ
チ
対
4
カ
月
以
上
の

乳
児
と
保
護
者
定
15
組
持
バ
ス

タ
オ
ル（
1
人
で
座
れ
る
子
ど

も
は
不
要
）申
11
日
㊌
〜

パ
パ
と
遊
ぼ
う
デ
ー〝
お
や
こ

っ
こ
運
動
遊
び
〟

日
8
月
5
日
㊐
午
前
10
時
〜
11

時
30
分
所
子
育
て
総
合
セ
ン
タ
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子
育
て
学
習
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＆
し
ば
っ
こ

広
場
内
楽
し
い
親
子
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動
遊
び

◆
講
師
＝
運
動
遊
び
指
導
員
対

2
歳
以
上
の
幼
児
と
パ
パ
定
20

組
※
マ
マ
だ
け
の
参
加
も
可
持

親
子
水
遊
び
が
で
き
る
服
装

（
水
着
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
サ
ン

ダ
ル
な
ど
）、着
替
え
、お
茶
申

19
日
㊍
〜

小
学
生
の
手
作
り
講
座
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8
月
8
日
㊌
午
後
1
時
30
分

〜
3
時
30
分
所
子
育
て
総
合
セ

ン
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子
育
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学
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室
内
フ
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ト
で
作
ろ
う
プ
チ
ケ
ー
キ
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講

師
＝
ぐ
る
ー
ぷ
Ｍ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
対
3

年
生
以
上
の
小
学
生
定
15
人
￥

3
0
0
円
持
裁
縫
セ
ッ
ト（
針
、

糸
、ハ
サ
ミ
な
ど
）申
23
日
㊊
〜

食
育
講
座
Ⅱ
母
乳
の
は
な
し

日
11
日
㊌
午
後
1
時
30
分
〜
3

時
30
分
所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
練

習
室
内
母
乳
栄
養
、
卒
乳
・
断

乳
、
お
母
さ
ん
の
食
事
、
Ｑ
＆

Ａ
他
◆
講
師
＝
助
産
師
・
井
垣

享き
ょ
う

子こ

さ
ん
対
妊
婦
と
1
歳
6
カ

月
ま
で
の
乳
幼
児
の
保
護
者
定

20
人
※
希
望
者
に
は
保
育
あ
り

（
15
人
ま
で
）申
6
月
25
日
㊊
〜

な
か
よ
し
広
場

日
18
日
㊌
午
前
9
時
30
分
〜
11

時
30
分
内
自
由
遊
び
、
親
子
遊

び
、
計
測
、
子
育
て
相
談
、
読

み
聞
か
せ
他
対
3
歳
ぐ
ら
い
ま

で
の
乳
幼
児
と
保
護
者
、
妊
婦

◆
ス
タ
ッ
フ
＝
保
健
師
、
栄
養

士
、
看
護
師（
助
産
師
）、
保
育

士
、
図
書
館
司
書
、
図
書
館
児

童
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

お
や
こ
っ
こ
リ
ズ
ム
遊
び
Ⅰ

日
18
日
㊌
午
後
1
時
30
分
〜
2

時
30
分
内
親
子
リ
ズ
ム
遊
び
、

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

日
11
日
㊌
午
前
10
時
30
分
〜
11

時
30
分
所
城
崎
庁
舎
1
階
集
会

室
内
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
お

母
さ
ん
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交
流
会
◆
講
師
＝
ベ

ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
イ
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ス
ト
ラ

ク
タ
ー
・
土
生
田
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子こ

さ
ん
対

お
お
む
ね
1
歳
ま
で
の
乳
児
と

保
護
者
定
15
組
申
〜
10
日
㊋

パ
パ
と
遊
ぼ
う
デ
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運
動
遊

び
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日
17
日
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午
前
10
時
30
分
〜
11

時
30
分
内
運
動
遊
び
指
導
員
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よ
る
親
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運
動
遊
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対
乳
幼
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定
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申
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13
日
㊎

そ
と
あ
そ
び
広
場
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30
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11

時
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分
所
城
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城
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水
遊
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当
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乳
幼
児
と
保

護
者
持
濡
れ
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よ
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履
物
と

服
、
着
替
え
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タ
オ
ル
、
お
茶

他
悪
天
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の
場
合
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中
止
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ま
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日
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日
㊋
午
前
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〜
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時
30
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内
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さ
飾
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作
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楽

し
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乳
幼
児
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護
者

音
楽
あ
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日
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㊋
午
前
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〜
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時
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内
親
子
で
楽
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歌
遊
び
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リ
ト
ミ
ッ
ク
＆
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の
歌
声
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乳
幼
児
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保
護
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か
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し
広
場

日
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前
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時
〜
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護
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〜
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茶
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金
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、
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楽
し
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会

日
25
日
㊌
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楽
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対
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園
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定
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申
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日
㊍
〜

た
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ば
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会

日
4
日
㊌
午
前
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時
30
分
〜
11

時
30
分
内
さ
さ
飾
り
作
り
、
う

た
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
な
ど

そ
と
あ
そ
び
広
場

日
18
日
㊌
午
前
10
時
30
分
〜
11

時
30
分
所
但
東
子
育
て
広
場

（
但
東
庁
舎
前
円
形
広
場
）内
て

ん
と
う
む
し
の
す
べ
り
台
の
お

ひ
ろ
め
会
、
シ
ャ
ボ
ン
玉
他
※

雨
天
の
場
合
は
子
育
て
セ
ン
タ

ー
内
で
遊
ぶ
持
着
替
え
、
帽
子
、

タ
オ
ル
、
お
茶

な
か
よ
し
広
場

日
27
日
㊎
午
前
10
時
〜
11
時

内
保
健
師
に
よ
る
ミ
ニ
講
話

「
事
故
予
防
に
つ
い
て
」、
相
談
、

親
子
遊
び
、
計
測
対
2
歳
く
ら

い
ま
で
の
乳
幼
児
と
保
護
者
、

妊
婦
持
母
子
手
帳

※�

申
込
み
は
先
着
順
で
す
。

所
の
な
い
事
業
：
各
子
育

て
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま

す
。持
の
な
い
事
業
：
申
込

時
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

対
の
な
い
事
業
：
乳
幼
児

と
保
護
者
が
対
象
で
す
。

※�

各
子
育
て
セ

ン
タ
ー
の
最

新
情
報
は
こ

ち
ら
か
ら

つ
ど
い
の
広
場（
7
月
）

　

豊
岡
市
内
の
6
カ
所
の
子
育
て
セ
ン
タ
ー
で

は
、
子
育
て
中
の
保
護
者
を
応
援
す
る
た
め
の

い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
地
域
以
外

の
方
も
参
加
で
き
ま
す
。
気
軽
に
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。
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平成30年5月31日現在（前月比）

豊岡市の人口
〔住民基本台帳（日本人+外国人）〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　JULY
内　　容 日・曜日 時　　間 場　　所 問　合　せ 電　　話

人 権 相 談 11日（水）13：30～16：00
豊岡健康福祉センター

生涯学習課 23－0341
日高地区コミュニティセンター

行 政 相 談

 2 日（月）

13：30～15：30

竹野庁舎

秘書広報課 21−9035

11日（水） 日高農村環境改善センター
12日（木） 出石庁舎
13日（金） 城崎庁舎
14日（土）10：00～11：30 豊岡健康福祉センター
19日（木）13：30～15：30 但東健康福祉センター

身 体 障 害 者 相 談
 4 日（水）
18日（水）

13：00～16：00

豊岡健康福祉センター

社会福祉課 24−7033

身 体 障 害 者
（ 視 覚 障 害 者 ）相 談 27日（金）13：00～16：00

身 体 障 害 者
（ 聴 覚 障 害 者 ）相 談 25日（水）13：00～16：00

知 的 障 害 者 相 談 10日（火） 9：00〜11：00 立野庁舎

精 神 保 健 福 祉 相 談
12日（木）

9：00〜11：00
竹野庁舎

19日（木） 日高健康福祉センター
26日（木） 但東健康福祉センター

心 配 ご と 相 談 毎週月〜金 8：30〜17：30 各地域の健康福祉センター 豊
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会

本所・各支所 24−7311

結 婚 相 談
 6 日（金）
20日（金）

13：30〜16：00
豊岡健康福祉センター 本所 23－2573

11日（水）
25日（水） 日高健康福祉センター 日高支所 42－0100

法 律 相 談
〔予約受付6/27（水）8：30〜〕
（先着8人・電話予約のみ）

 3 日（火）13：00～16：00 豊岡健康福祉センター 本所 23－2573

不 登 校 相 談
毎週月〜金 9：00〜17：00 豊岡健康福祉センター こども支援センター 24－8303発達にかかわる相談

子 育 て 家 庭 相 談
農 家 相 談  5 日(木) 13：30〜16：00 市役所農業委員会 農業委員会事務局 21－9021
U タ ー ン 就 職 相 談 毎週月〜金 8：30〜17：15

市役所環境経済課
ジョブ・サポ豊岡（無料職業紹介所） 21－9008

も の づ く り 相 談 毎週月〜金 8：30〜17：15 ものづくり支援センター 21－9024
消 費 生 活 相 談 毎週月〜金 9：00〜16：00 市役所生活環境課 消費生活センター 21－9001
外 国 人 生 活 相 談
Advisory Service 毎週月〜金 9：00〜16：00 市役所秘書広報課 秘書広報課 21−9035

エイズ・肝炎検査 要
予
約

10日（火）
24日（火） 9：15〜11：15 兵庫県豊岡総合庁舎

豊岡健康福祉事務所

豊岡健康福祉事務所
健康管理課 26－3660

こころのケア相談 12日（木）13：30～16：30 豊岡健康福祉事務所
地域保健課	 26－3672

※
毎
週
の
相
談
日
は
、祝
日
を
除
く

7月の主な相談

合　計 男　性 女　性 世帯数
82,458人（－83人） 39,630人（－29人） 42,828人（－54人） 33,211世帯（＋4世帯）
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1（日）竹野海岸海開き（竹野浜、切浜、弁天浜、
庵
あん

蛇
じゃ

浜
はま

）（10：00～各海水浴場）
海上アスレチック「たけのチックラグー
ン」（８：30～17：00　竹野浜海水浴場、
～９月２日）
パパと遊ぼうDAY!

（10：30～11：30　日高子育てセンター）
第４回神鍋マルシェ
（10：00～15：00　道の駅「神鍋高原」）

2（月）
3（火）
4（水）にじっこ絵本

（10：30～11：00　竹野子育てセンター）
えほんのとびら

（10：00～10：30　出石子育てセンター）

5（木）
6（金）
7（土）竹野港海町マーケット

（11：00～14：00　但馬漁協竹野支所）

8（日）コウノトリ自然観察会
（13：00～15：30　コウノトリ文化館）
青井浜ワンワンビーチ（９：00～17：00   
青井浜海水浴場、～８月26日）

9（月）
10（火）音楽あそび

（10：00～11：30　竹野子育てセンター）
気比の浜海開き

（11：00～　気比の浜海水浴場）

11（水）篆てん
刻
こく

楽葉会作品展
（全但バス但馬ドーム、～８月１日）

豊岡ノーマイカーデー（市内全域）
12（木）えほんはともだち

（10：30～11：00　但東子育てセンター）
13（金）第44回企画展「学芸員のおしごと」

（市立歴史博物館、～10月２日）
14（土）ミュージック☆バッグ2018

（18：30～　豊岡市民プラザ）
15（日）神鍋火山祭り（10：00～20：30　神鍋高原内）

田んぼの学校（９：30～12：00　コウノ
トリ文化館周辺）

16（月）海の日海の日イベント施設無料開放DAY
� （ウェルストーク豊岡）

▼
表
紙
写
真
。｢

こ
の
至
近
距
離
は
豊

岡
だ
け｣

と
碓
井
さ
ん
。
楽
器
に
触

る
子
、
寝
転
が
る
子
、
踊
る
子
、
自

由
で
す
。
泣
い
て
も
会
場
を
出
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
母
さ
ん
の
笑

顔
が
す
て
き
な
空
間
で
し
た
。�

Ⓚ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　JULY7月の主な行事

市の鳥｢コウノトリ｣ 市の両生類｢オオサンショウウオ｣ 市の石｢玄武岩｣ 市の木｢やなぎ｣ 市の花｢チューリップ｣ 市の魚介｢カニ｣

17（火）
18（水）なかよし広場

（９：30～　豊岡市民プラザ）
19（木）えほんといっしょ

（10：30～11：00　城崎子育てセンター）
絵本の読み聞かせの会

（10：30～11：00　日高子育てセンター）
20（金）第34回ミニ企画展「集まれ！世界の巨大

昆虫」（市立歴史博物館、～９月２日）
21（土）プラザ寄席第26回ふれ愛亭

（13：30～　豊岡市民プラザ）
「サロン d

ド
e 祈り」朗読会

 （12：30～　豊岡市民プラザ）
22（日）日高夏まつり（16：30～　江原駅周辺）

植物観察会（13：00～15：00　コウノト
リ文化館周辺）
ゆるカバストマルシェ

（10：00～15：30　宵田町商店街）
おっとろっしゃ！とよおかのものづくり 
Ⅴ（豊岡稽古堂、～23日）

23（月）
24（火）
25（水）
26（木）
27（金）城崎温泉夏物語・夢広場〔20：00～21：30

　四所神社（城崎町湯島）等、～８月25日〕
おたのしみ広場

（10：30～11：00　城崎子育てセンター）
28（土）THE出石焼展Ⅱ

� （９：30～　市立美術館、～10月１日）
里山の昆虫採集�（９：30～12：00　コウ
ノトリの郷公園周辺）

29（日）中・高生アートチャレンジ！後期「中・
高生演劇集中ＷＳ」発表公演（15：00～   
豊岡市民プラザ）
とよおかアート縁日

（11：00～16：00　豊岡市民プラザ）
第15回奥小野はすまつり

（９：00～15：00　奥小野はす園）
夏のキノコ観察会（９：30～12：00　コ
ウノトリの郷公園周辺）

30（月）第48回たけの海上花火大会
（20：00～21：00　竹野浜海水浴場）

31（火）
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ー
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広
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よ
お
か

N
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環境に優しいベジタブルインキで
印刷しています。

Toyooka Topics ―とよおかの“旬”な人と話題―

▲サザエ漁を体験

　５月20日、田結漁港わかめ干場で、第19回田結
わかめ祭り（主催・同実行委員会）が開催され、子
どもから大人までが神

かん

水
ずい

わかめを味わいました。
　毎年恒例、わかめしゃぶしゃぶの鍋の前には、
コリコリのわかめをおいしそうに食べる笑顔があ
ふれました。炊き上がった餅米に乾燥わかめを混
ぜてついたわかめ餅はきな粉をまぶして売られ、
つき上がる度に完売と、人気を博していました。
　さらに今回は、サザエ漁の体験コーナーが設け
られ、子どもたちが水中眼鏡で水の中をのぞきな
がら一生懸命サザエを突いていました。何人もが
苦戦する中、中筋幼稚園の坂本篤

あつ

紀
き

君（４）はあっ
さりとサザエを採り｢簡単だった｣と笑顔でした。

田結わかめ祭り
神水わかめにサザエ漁体験も

　

竹
野
地
域
を
代
表
す
る
人
気
イ

ベ
ン
ト「
竹
野
港
海
町
マ
ー
ケ
ッ

ト
」。
そ
の
仕
掛
人
が
永
田
兼
彦

さ
ん
で
す
。

　

但
馬
漁
業
協
同
組
合
竹
野
支
所

の
運
営
協
議
会
の
一
員
で
あ
る
永

田
さ
ん
は
、
漁
師
の
高
齢
化
や
後

継
者
不
足
で
、
漁
協
や
町
の
に
ぎ

わ
い
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
に
心

を
痛
め
て
い
ま
し
た
。
港
一
帯
に

か
つ
て
の
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
し

た
い
と
考
え
、
平
成
28
年
２
月
に

竹
野
振
興
局
や
観
光
協
会
な
ど
と

協
議
を
重
ね
、
港
町
の
特
徴
を
生

か
し
た
住
民
向
け
の
市
を
開
催
し

よ
う
と
の
結
論
に
至
り
ま
し
た
。

　
「
で
き
る
範
囲
で
や
っ
て
い
こ

う
。
で
き
る
こ
と
を
す
ぐ
に
や
ろ

う
」。
熱
い
思
い
を
胸
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
団
体
と
協
力
し
、
同
年
４

月
か
ら
、
週
１
回
の
魚
介
類
の
直

売
市
を
開
催
。
翌
年
か
ら
は
、
よ

り
幅
広
い
商
品
を
取
り
扱
い
、
対

象
を
広
げ
た「
海
町
マ
ー
ケ
ッ
ト
」

へ
と
発
展
さ
せ
ま
し
た
。

　
「
こ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、
多
く

の
人
に
支
え
ら
れ
て
成
り
立
っ
て

い
る
。
本
当
に
あ
り
が
た
い
」と

関
係
者
へ
の
感
謝
を
口
に
す
る
永

田
さ
ん
。「
今
後
も
で
き
る
限
り
続

け
て
い
き
た
い
」と
笑
顔
で
意
気

込
み
を
語
り
ま
し
た
。

港ににぎわいを取り戻したい！
竹野港海町マーケットの仕掛け人

永田兼彦さん（62歳）竹野町竹野

写真：子どもたちのためのコンサート（詳細は５ページに掲載）

▲稲葉さんと缶作品を制作する出高生

　６月７日、市立美術館｢伊藤清永記念館｣で、出
石高校の文化創造類型（美術）を選択している３年
生16人が、空き缶（C

カ ネ ッ ト

ANETTE）を利用した缶作
品の制作を体験しました。
　これは、７月１日（日）まで同館で開催している
稲葉猛

たけし

作品展に合わせたものです。パリ在住で但
東地域出身の稲葉猛さんが自身の展示作品を説明
し｢考えながら作品を作ってほしい。空き缶から
でも作れる｣とアドバイス。その後、生徒は、は
さみなどで空き缶を切り、作品を制作しました。
　参加した清水健太さんは｢母校の先輩が世界で
活躍していることを誇りに思う。作品は立体感の
出し方が難しかった｣と話していました。

CANETTE−稲葉猛作品展−ワークショップ
出高生が空き缶で缶作品を制作




